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ベ
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》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―
池　
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凪　

沙

　

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
（M

aurice D
enis, 1870-1943

）
は
、
十
九
世
紀
後
半

か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
活
躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
芸
術
家
で
あ
る
。
本
論

で
は
、ド
ニ
が
一
八
九
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
美
術
愛
好
家
ド
ゥ
ニ
・
コ
シ
ャ

ン
男
爵
邸
の
書
斎
の
た
め
に
制
作
し
た
八
枚
の
装
飾
パ
ネ
ル
で
あ
る
、《
聖
フ

ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
の
う
ち
、
中
央
に
位
置
す
る
パ
ネ
ル
で
、
聖
人
伝
の
主

要
な
場
面
を
描
写
し
た
《
奇
跡
》（
図
1
）
を
中
心
に
扱
う
。

　

ド
ニ
に
と
っ
て
、
本
作
が
制
作
さ
れ
た
世
紀
転
換
期
は
、
ナ
ビ
派
の
芸
術
家

と
し
て
の
私
的
邸
宅
に
む
け
た
室
内
装
飾
の
活
動
か
ら
次
第
に
離
れ
、
宗
教
施

設
の
た
め
の
装
飾
お
よ
び
修
復
、
後
進
世
代
の
育
成
を
開
始
す
る
過
渡
期
に

あ
っ
た
。
こ
の
転
換
期
に
お
い
て
、
私
邸
の
書
斎
と
い
う
非
宗
教
的
・
日
常
的

な
空
間
に
む
け
た
装
飾
に
、
聖
人
伝
と
い
う
宗
教
主
題
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
興
味
深
い
。
ド
ニ
の
転
換
期
の
作
例
と
し
て
、
宗
教
的
主
題
へ
の
取
り
組

み
方
を
再
考
で
き
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

　

本
作
品
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
、
一
九
九
九
年
の
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
美
術
館

が
刊
行
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ（

（
（

で
は
、
依
頼
者
の
希
望
を
示
す
書
簡
に
基
づ
い
て
、

信
仰
や
経
歴
、
狩
猟
の
趣
味
と
、
主
題
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た（

（
（

。

し
か
し
、
依
頼
者
の
希
望
に
対
す
る
ド
ニ
の
応
答
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
検
討
の

余
地
が
あ
る
。
本
作
品
の
宗
教
的
主
題
と
し
て
の
視
覚
的
源
泉
の
考
察
お
よ
び

準
備
段
階
か
ら
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
本
論
で
は
、
第
一
に
、《
奇
跡
》
を
中
心
と
し
た
連
作
の
視
覚
的
な

源
泉
を
追
求
す
る
。
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
表
現
が
多
層
的
に
聖
な
る
も
の
の
到
来

や
幻
視
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
連
作
の
構
成
が
、
礼
拝

堂
に
お
け
る
円
環
的
な
構
成
か
ら
着
想
を
得
た
可
能
性
を
示
す
。
第
二
に
、《
奇

跡
》
の
素
描
と
、
連
作
全
体
の
素
描
を
分
析
し
、
中
世
の
聖
堂
建
築
と
比
較
す

る
。
本
作
品
に
み
ら
れ
る
樹
木
の
表
現
が
、
聖
な
る
空
間
を
作
る
建
築
的
な
機

能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
、
ド
ニ
が
、《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
が
置

か
れ
て
い
た
コ
シ
ャ
ン
邸
の
書
斎
を
一
種
の
礼
拝
堂
と
見
な
し
、
初
期
ル
ネ
サ
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ン
ス
絵
画
や
、
中
世
の
礼
拝
堂
に
回
帰
す
る
様
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
新
た
な

宗
教
的
芸
術
を
目
指
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

一
．《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
の
概
要
と
着
眼
点

　
　
　
（
一
）
作
品
と
依
頼
者
に
つ
い
て

　

本
研
究
で
取
り
扱
う
作
品
で
あ
る
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》（
図
1
～

図
8
）
は
、
壁
面
装
飾
を
目
的
と
し
て
制
作
さ
れ
た
油
彩
画
で
あ
る
。
ド
ニ
の

ス
ケ
ッ
チ
か
ら
配
置
を
検
討
す
る
と
、
部
屋
の
入
り
口
か
ら
左
右
の
側
面
に
三

枚
ず
つ
配
置
さ
れ
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
窓
の
あ
る
面
を
除
き
、
壁
の
三
面
と
天

井
を
覆
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
9
、
図
10
）。

　

依
頼
者
で
あ
る
ド
ゥ
ニ
・
コ
シ
ャ
ン
男
爵（D
enys Cochin, 1851-1922

）（
以

下
、
コ
シ
ャ
ン
）
は
、
哲
学
、
歴
史
、
政
治
に
通
じ
、
科
学
分
野
で
の
研
究
者

で
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。
コ
シ
ャ
ン

は
、
芸
術
に
関
心
深
い
両
親
の
も
と
で
育
ち
、
一
九
世
紀
以
後
の
新
し
い
芸
術

の
愛
好
的
収
集
家
で
も
あ
っ
た
。
ド
ニ
と
コ
シ
ャ
ン
は
、
芸
術
家
ア
ン
リ
・
ル

ロ
ー
ル
（H

enry Leroll, 1848-1929

）
の
サ
ロ
ン
を
通
じ
知
り
合
っ
た
と
さ

れ
る（

（
（

。

　

一
八
九
五
年
に
、ド
ニ
が
コ
シ
ャ
ン
か
ら
第
一
に
依
頼
さ
れ
た
の
は
、コ
シ
ャ

ン
の
長
女
の
聖
体
拝
領
を
記
念
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
窓
で
あ
る
。
こ
の
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
ド
ニ
と
と
も
に
、
装
飾
壁
画
家
で
あ
る
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ベ
ナ
ー

ル
（Paul-A
lbert Besnard, 1849-1934

）
に
、
邸
宅
の
異
な
る
場
所
に
そ
れ

ぞ
れ
依
頼
さ
れ
た
。
ベ
ナ
ー
ル
が
計
画
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
邸
宅
の
一

階
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
設
置
さ
れ
、
ド
ニ
が
計
画
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

で
あ
る
《
人
生
の
道
》（
図
11
）
は
、
二
階
の
書
斎
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後

の
一
八
九
七
年
に
、
同
じ
書
斎
を
取
り
囲
む
壁
面
の
装
飾
パ
ネ
ル
《
聖
フ
ベ
ル

ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
が
制
作
、
設
置
さ
れ
た（

（
（

。
壁
面
装
飾
の
完
成
後
、
ド
ニ
は
、

一
八
九
七
年
冬
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
初
め
て
イ
タ
リ
ア
へ
と
旅
行
す
る
が
、

そ
の
最
中
、
コ
シ
ャ
ン
の
母
に
あ
た
る
人
物
か
ら
再
度
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
注

文
を
受
け
る
。
こ
れ
は
最
上
階
で
あ
る
三
階
の
窓
に
設
置
さ
れ
た（

（
（

。
以
上
の
よ

う
に
、
壁
面
装
飾
パ
ネ
ル
で
あ
る
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
は
、
コ
シ
ャ

ン
の
邸
宅
に
お
け
る
装
飾
の
中
で
は
、
二
番
目
に
制
作
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
一

連
の
作
品
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
都
度
異
な
る
目
的
を
持
ち
、
制
作

時
期
も
隔
た
っ
て
い
る
た
め
、
当
初
か
ら
一
貫
し
た
全
体
的
な
構
想
は
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ド
ニ
が
先
行
し
て
制
作
し
た
作
品
と
の
関
連
性
を
意
識

し
た
可
能
性
は
十
分
に
指
摘
で
き
る
。

　

次
に
、
ド
ニ
の
同
時
期
の
活
動
の
変
遷
の
中
に
お
け
る
本
作
の
位
置
づ
け
を

明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
（
二
）
同
時
期
に
お
け
る
活
動
か
ら
み
る
制
作
背
景

　

一
八
八
九
年
、
ド
ニ
は
、
ポ
ー
ル
・
セ
リ
ュ
ジ
エ
（Paul Sérusier, 1864-

1927

）、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ヴ
ュ
イ
ヤ
ー
ル
（Édouard V

uillard, 1868-
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モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
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す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

図1　モーリス・ドニ《聖フベルトゥスの伝説》
第四面《奇跡》
1897年、カンヴァスに油彩、225×212㎝、モーリス・
ドニ美術館、サン＝ジェルマン＝アン＝レー

図3　第二面《猟犬を放つ》
1896年、カンヴァスに油彩、225×175㎝、モー
リス・ドニ美術館

図2　第一面《出発》
1896年、カンヴァスに油彩、225×175㎝、
モーリス・ドニ美術館

図4　第三面《ビエン＝ナレ》
1896年、カンヴァスに油彩、225×175㎝、モー
リス・ドニ美術館
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図5　第五面《失敗》
1896年、カンヴァスに油彩、225×175㎝、モー
リス・ドニ美術館

図7　第七面《修道院への到着》
1896年、カンヴァスに油彩、225×175㎝、モー
リス・ドニ美術館

図6　第六面《地獄の狩り》
1896年、カンヴァスに油彩、225×175㎝、モー
リス・ドニ美術館

図8　天井画《空に浮かぶ角笛吹きたち》
1897年、カンヴァスに油彩、500×200㎝、
モーリス・ドニ美術館
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モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

1940

）、
ケ
ル
＝
グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・
ル
ー
セ
ル
（K

er-X
avier Roussel, 1867-

1944

）、
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
（Pierre Bonnard, 1867-1947

）
ら
と
と

も
に
、
芸
術
の
神
託
を
受
け
る
「
預
言
者
」
と
い
う
意
味
の
「
ナ
ビ
派
」
を
名

乗
り
、
集
団
で
展
示
や
制
作
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
ド
ニ
は
、
ナ
ビ
派
の
芸

術
家
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
明
瞭
な
輪
郭
を
持
つ
人
物
や
事
物
を
、
華
や
か
な

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
に
特
有
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
や
、
文
様
化
さ
れ
た
植
物
、
優

し
い
色
彩
の
中
に
神
秘
的
な
光
景
を
描
き
、「
イ
コ
ン
の
ナ
ビ
」
と
呼
ば
れ
た（

（
（

。

ド
ニ
は
、
当
初
、
形
態
と
色
彩
と
い
う
純
粋
な
造
形
表
現
に
よ
っ
て
、
内
面
的

感
情
を
喚
起
す
る
手
法
を
念
頭
に
置
い
て
い
た（

（
（

。
ド
ニ
の
研
究
の
泰
斗
で
あ
る

ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
ブ
イ
ヨ
ン
は
、
ド
ニ
は
こ
の
手
法
を
、
聖
性
と
い
う
不
可

視
の
物
を
描
く
た
め
に
、
抽
象
的
で
単
純
化
さ
れ
た
造
形
形
式
に
関
心
を
示
し

て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。

　

次
第
に
ド
ニ
の
思
想
は
、
伝
統
的
な
主
題
や
題
材
を
選
び
、
先
に
述
べ
た
純

粋
な
造
形
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
で
不
可
視
の
感
情
や
神
秘
を
描
き
出
す
こ
と
に

向
か
っ
た
。
こ
う
し
た
変
遷
の
萌
芽
は
、
ド
ニ
が
コ
シ
ャ
ン
邸
の
装
飾
を
行
っ

て
い
た
一
八
九
六
年
に
執
筆
し
た
小
論
で
あ
る
「
宗
教
画
家
に
関
す
る
覚
書
」

に
お
け
る
構
想
に
見
い
だ
せ
る
。
こ
の
文
章
の
中
で
ド
ニ
は
、
対
象
に
対
す
る

感
情
と
敬
虔
さ
を
呼
び
起
こ
す
主
題
と
、
内
面
的
感
情
を
色
彩
や
線
描
に
よ
っ

て
喚
起
す
る
象
徴
主
義
の
手
法
の
双
方
の
重
要
性
を
認
識
し
、
調
和
を
図
ろ
う

と
し
た
。
ド
ニ
は
宗
教
画
に
つ
い
て
二
つ
の
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、

「
祈
り
の
姿
勢
、
恍
惚
の
表
情
で
頭
を
下
げ
る
姿
、
ひ
ざ
ま
ず
く
姿
の
美
し
さ

図9　ドニによる構図の検討のためのスケッチ
制作年不明、カルトンにクレヨン、13.5×
20.5㎝、モーリス・ドニ美術館

図10　構図の検討のためのスケッチより配置再現図
（執筆者による）
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を
捉
え
た
感
傷
的
な
も
の
、
ベ
ー
ル
を
か
ぶ
っ
た
少
女
た
ち
の
純
粋
さ
、
初
め

て
の
聖
体
拝
領
の
朝
」
と
い
っ
た
、
具
象
的
な
要
素
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
宗
教

的
感
情
を
喚
起
す
る
傾
向
で
あ
る
。
第
二
に
、「
幾
何
学
的
な
文
様
、
線
と
色

彩
に
よ
り
、
調
和
に
よ
っ
て
普
遍
的
な
精
神
的
、
教
義
的
な
安
定
と
美
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
」、
す
な
わ
ち
、
造
形
的
な
要
素
に
よ
り
内
容
や
感
情
を
暗

示
す
る
傾
向
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
象
徴
主
義
美
術
の
手
法
と
共
通
し
て
い
る

と
ド
ニ
は
解
釈
し
た（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
は
、
ド
ニ
が
、
純
粋
な
造
形
形
式

に
よ
る
聖
な
る
感
情
の
表
出
と
、
宗
教
美
術
に
お
け
る
素
朴
な
感
情
と
の
両
立

を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ナ
ビ
派
／
象
徴
主
義
的
な
造
形
形
式
と
伝
統
的
な
宗
教
美
術

と
の
調
和
に
つ
い
て
、
ド
ニ
は
、
コ
シ
ャ
ン
邸
装
飾
の
制
作
以
後
、
中
世
か
ら

初
期
近
世
ま
で
の
素
朴
な
宗
教
美
術
を
探
訪
す
る
こ
と
で
研
究
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
研
究
の
背
景
に
は
、
当
時
、
近
現
代
美
術
の
揺
籃
と
さ
れ
、「
プ
リ

ミ
テ
ィ
フ
」
と
呼
ば
れ
た
、
中
世
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
頃
の
文
芸
や
芸
術
を
も

と
め
る
文
化
的
背
景
も
挙
げ
ら
れ
る（

（1
（

。
過
去
に
さ
か
の
ぼ
り
、
と
り
わ
け
キ
リ

ス
ト
教
芸
術
の
起
源
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
各
国
の
芸
術
的
兄
弟
団

に
み
ら
れ
た（

（1
（

。
ド
イ
ツ
の
ナ
ザ
レ
派
や
、
英
国
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
は
、
初
期

ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
の
精
神
的
同
胞
と
し
て
称
揚
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
に
加
え
て
、
フ
ラ
ン

ス
か
ら
フ
ラ
ン
ド
ル
を
含
む
地
域
の
宗
教
美
術
も
ま
た
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
の
例
と

し
て
熱
心
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
〇
四
年
に
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館

と
国
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
・
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
（L’Exposition 

des Prim
itifs français

）」
展
で
は
、
十
三
世
紀
～
十
五
世
紀
に
か
け
て
オ

ル
レ
ア
ン
や
パ
リ
、
ブ
ー
ル
ジ
ュ
な
ど
で
活
動
し
た
芸
術
家
に
よ
る
作
品
や
写

本
に
光
を
当
て
る
と
と
も
に
、
十
四
世
紀
後
半
～
十
五
世
紀
に
か
け
て
活
動
し

た
フ
ラ
ン
コ
・
フ
ラ
マ
ン
派
の
芸
術
家
た
ち
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
よ

う
に
、
ド
ニ
の
当
初
は
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
に
向
け
ら
れ
て
い
た
関
心
は
、

次
第
に
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
広
い
地
域
に
お
け
る
十
五
世
紀
以
前
の
芸
術
へ
も
向

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（1
（

 

。

　

ド
ニ
は
、
一
九
〇
四
年
に
、
雑
誌
『
芸
術
と
生
活
（Les A

rts de la 

V
ie

）』
で
、「
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
の
ぎ
こ
ち
な
さ
に
つ
い
て
」
と
い
う
記
事
を
執

筆
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
、
ド
ニ
が
頻
繁
に
名
を
挙
げ
た
芸
術
家
は
、
十
五

世
紀
前
半
に
活
動
し
た
芸
術
家
で
あ
る
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
（Fra’A

ngelico, 

Beato A
ngelico, 1390/139 5-1455

）
で
あ
る
。
ド
ニ
が
彼
に
見
出
し
た
魅

力
は
、
日
常
的
な
観
察
眼
に
従
っ
て
実
直
に
対
象
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
、
繊
細
な
感
情
の
表
現
の
た
め
の
光
、
ぎ
こ
ち
な
い
ほ
ど
の
細
部
の

描
き
こ
み
で
あ
っ
た（

（1
（

。
ド
ニ
は
彼
ら
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
日
常
性
と
乖
離
し

な
い
観
察
や
、
平
板
な
色
彩
処
理
と
素
朴
な
表
現
に
よ
っ
て
宗
教
感
情
や
内
容

を
誠
実
に
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
は
、
絵
画
に

お
け
る
表
現
の
追
求
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
会
や
礼
拝
堂
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
や
壁
面
装
飾
へ
の
実
践
と
し
て
現
れ
た（

（1
（

。
一
八
九
九
年
、
ド
ニ
は
は
じ
め
て

教
会
や
礼
拝
堂
の
装
飾
の
依
頼
を
受
け
、本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
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89

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

最
初
の
装
飾
は
、
イ
ヴ
リ
ー
ヌ
県
ル
・
ヴ
ェ
ジ
ネ
、
市
と
司
祭
か
ら
の
依
頼
で
、

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
サ
ン
＝
ク
ロ
ワ
の
礼
拝
堂
の
壁
画（

（1
（

（
一
八
九
九
年
）
と
、

サ
ン
＝
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
教
会
の
内
陣
横
に
位
置
す
る
、
聖
母
礼
拝
堂
、
聖
心
礼

拝
堂
、
周
歩
廊
へ
の
壁
面
装
飾
と
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
制
作
（
（1
（

（
一
九
〇
一
～

〇
三
年
）
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
ド
ニ
は
、
コ
シ
ャ
ン
邸
装
飾
の
制
作
期
に
は
、
思
想
的
側
面

で
は
、
ナ
ビ
派
的
造
形
と
伝
統
的
な
宗
教
主
題
を
調
和
さ
せ
る
と
い
う
課
題
を

自
ら
に
与
え
、
そ
の
よ
う
な
新
た
な
挑
戦
の
た
め
の
霊
感
源
と
し
て
、
初
期
イ

タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
の
研
究
に
身
を
投
じ
て

い
っ
た
。《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
は
、
世
俗
邸
宅
の
た
め
の
装
飾
で
は

あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
人
を
主
題
と
し
て
い
る
点
で
、
宗
教
主
題
の
伝
統

へ
の
画
家
の
関
心
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
次
に
、《
聖
フ
ベ

ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
連
作
に
お
い
て
宗
教
的
主
題
が
い
か
に
描
写
さ
れ
て
い
る

か
を
分
析
的
に
観
察
す
る
。

　
　
　
（
三
）《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
の
詳
細
と
そ
の
解
釈

　

本
連
作
の
主
題
で
あ
る
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
と
は
、
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か

け
て
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
列
聖
さ
れ
た
の
は
比
較
的
新
し
く
、

十
五
世
紀
に
よ
う
や
く
聖
人
と
し
て
の
伝
記
的
記
述
が
現
れ
た
。
聖
フ
ベ
ル

ト
ゥ
ス
は
、
ア
ル
デ
ン
ヌ
の
森
で
狩
猟
に
没
頭
し
て
い
た
が
、
聖
金
曜
日
に
鹿

の
頭
上
に
黄
金
の
十
字
架
を
幻
視
し
回
心
し
た
。
以
後
は
、
ベ
ル
ギ
ー
南
東
部

ア
ル
デ
ン
ヌ
地
域
の
司
祭
で
あ
っ
た
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
後
見
を
得
て
聖
職
へ
の
道

へ
と
進
ん
だ
。
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
没
後
、
遺
骸
を
マ
ー
ス
ト

リ
ヒ
ト
か
ら
リ
エ
ー
ジ
ュ
へ
と
移
転
さ
せ
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
司
教
と
な
っ
た
と
さ

れ
る
。
列
聖
後
、
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
狩
猟
者
の
守
護
聖
人
と
さ
れ
た（

（1
（

。

　

現
在
の
通
称
で
あ
る
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
は
こ
の
パ
ネ
ル
の
主
題

が
聖
人
伝
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、《
奇
跡
》
を
除
い
た
六
枚
あ
る
パ

ネ
ル
に
コ
シ
ャ
ン
の
趣
味
で
あ
っ
た
狩
猟
の
光
景
が
、
愛
し
た
家
族
た
ち
の
肖

像
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

部
屋
の
東
西
南
北
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ド
ニ
美
術
館
に
よ
る

モ
ノ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
付
さ
れ
た
順
序
を
も
と
に
全
体
を
概
観
す
る
と
、《
聖

フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
は
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
順
序
に
よ
っ
て
物
語
の

展
開
を
示
し
て
い
る（

（2
（

。

　

第
一
面
《
出
発
（Le D

épart

）》（
図
2
）
は
、
狩
猟
の
始
ま
り
を
描
い
て

い
る
。
木
立
の
中
で
乗
馬
し
た
コ
シ
ャ
ン
男
爵
、
妻
、
子
供
た
ち
が
列
を
な
し
、

背
景
に
描
か
れ
た
騎
手
た
ち
と
右
方
へ
向
か
う
準
備
を
し
て
い
る
。第
二
面《
猟

犬
を
放
つ（Le Lâcher des chiens

）》（
図
3
）は
、角
笛
吹
き
の
合
図
に
よ
っ

て
、
牡
鹿
を
追
う
猟
犬
が
放
た
れ
る
直
前
の
瞬
間
で
あ
る
。
手
綱
を
握
る
少
年

た
ち
が
前
景
に
、
馬
に
乗
っ
た
狩
猟
の
騎
手
た
ち
が
駆
け
て
い
く
様
子
が
後
景

に
描
か
れ
る
。
第
三
面
《
ビ
エ
ン
＝
ナ
レ
（Bien-aller

）》（
図
4
）
と
は
、

狩
猟
に
お
い
て
獲
物
の
い
る
方
向
へ
と
正
し
く
向
か
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ

と
を
示
す
角
笛
の
音
の
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
こ
こ
で
は
角
笛
吹
き
を
は
じ
め
、
人
物
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第
四
十
五
号

90

は
一
切
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
木
立
の
中
を
逃
げ
る
牡
鹿
の
後
ろ
姿
と
、
追
う
猟

犬
の
群
れ
の
み
が
描
か
れ
る
。
第
一
面
か
ら
三
面
が
、
一
連
に
な
る
よ
う
に
つ

な
げ
ら
れ
、
壁
面
を
覆
っ
て
い
る
。

　

対
し
て
反
対
側
の
壁
に
は
、
第
五
面
か
ら
第
七
面
が
配
さ
れ
、
う
ち
五
、
六

面
で
は
狩
猟
の
失
敗
の
光
景
が
続
く
。
第
五
面
《
失
敗
（Le D

éfaut

）》（
図

5
）
で
は
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
小
道
の
あ
る
森
の
中
で
、
獲
物
を
見
失
っ
た
騎

手
た
ち
が
右
へ
左
へ
と
捜
索
し
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
端
に
描
か

れ
た
人
物
は
、
制
作
者
で
あ
る
ド
ニ
と
、
そ
の
妻
マ
ル
ト
と
さ
れ
る（

（2
（

。
続
く
パ

ネ
ル
は
、
真
剣
な
形
相
で
獲
物
を
追
う
、
第
六
面
《
地
獄
の
狩
り
（La Chasse 

infernale

）》（
図
6
）
で
あ
る
。
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
パ
ネ
ル
は
、

依
頼
者
の
希
望
に
よ
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
小
説
『
美
男
ペ
コ
パ
ン
』

の
物
語
を
基
に
し
て
い
る
。
作
品
タ
イ
ト
ル
の
「
地
獄
の
狩
り
」
と
は
、
物
語

の
主
人
公
が
狩
猟
に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
、
地
獄
へ
足
を
踏
み
入
れ
て
し
ま
う

と
い
う
ユ
ゴ
ー
の
小
説
の
筋
書
き
か
ら
決
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
（2
（

。
こ
の
パ
ネ
ル
の
左
側
に
描
か
れ
た
人
物
は
、
依
頼
者
で
あ
る
コ
シ
ャ
ン
と

さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
第
五
面
お
よ
び
第
六
面
で
は
、
狩
猟
に
お
け
る
困
難
に
直
面
し

た
騎
手
た
ち
と
、
正
装
で
描
か
れ
た
注
文
者
お
よ
び
画
家
と
が
と
も
に
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
描
写
は
、
狩
猟
の
困
難
を
通
じ
て
、
注
文
者
お
よ
び
画
家
が
直

面
す
る
現
実
の
困
難
を
暗
示
す
る
と
解
釈
で
き
る
。

　

第
七
面
《
修
道
院
へ
の
到
着
（L’A

rrivée à l’erm
itage

）》（
図
7
）
で
は
、

森
の
奥
の
修
道
院
で
、
敬
虔
な
祈
り
を
さ
さ
げ
る
一
家
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い

る
。
修
道
院
の
前
に
描
か
れ
た
司
教
は
、
の
ち
に
リ
エ
ー
ジ
ュ
司
教
と
な
っ
た

聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
ド
ニ
美
術
館
に
よ
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
で

は
、制
作
時
に
は
既
に
故
人
で
あ
っ
た
依
頼
者
の
父
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
コ
シ
ャ

ン
の
肖
像
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
後
景
で
は
、
前
の
パ
ネ
ル
《
地
獄
の
狩
り
》
か
ら

連
続
す
る
よ
う
に
獲
物
を
追
う
猟
犬
と
騎
手
が
画
面
下
方
へ
と
消
え
て
い
く

が
、
一
家
は
離
れ
た
位
置
に
い
る
。
描
か
れ
た
各
肖
像
の
モ
デ
ル
は
、
司
祭
の

隣
か
ら
、
依
頼
者
で
あ
る
コ
シ
ャ
ン
男
爵
、
息
子
ジ
ャ
ン
、
祖
父
と
同
名
の
息

子
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
で
あ
る
。
そ
の
前
の
列
に
は
、
息
子
ジ
ャ
ッ
ク
と
、
白
髪

の
女
性
で
あ
る
依
頼
者
の
母
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
コ
シ
ャ
ン
夫
人
、
一
番
手
前

に
依
頼
者
の
妻
イ
レ
ー
ネ
・
パ
ン
・
ド
・
サ
ン
＝
ジ
ル
が
描
か
れ
て
い
る
。
一

家
の
う
ち
最
も
手
前
側
に
は
、
白
い
衣
を
纏
っ
た
、
コ
シ
ャ
ン
の
三
人
の
娘
た

ち
が
描
か
れ
て
い
る
。娘
た
ち
の
モ
デ
ル
は
厳
密
に
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

長
女
フ
ラ
ン
ソ
ワ
、
次
女
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
三
女
ア
ン
ヌ
＝
マ
リ
ー
の
い
ず
れ
か

と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　

こ
れ
ら
の
第
一
面
か
ら
三
面
、
第
五
面
か
ら
七
面
を
つ
な
ぐ
、
部
屋
の
奥
の

位
置
に
配
さ
れ
た
パ
ネ
ル
が
、本
論
で
中
心
に
取
り
扱
う
第
四
面
《
奇
跡
》（
図

1
）
で
あ
り
、
連
作
に
お
い
て
聖
人
伝
を
中
心
的
に
扱
っ
た
、
も
っ
と
も
宗
教

的
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
場
面
は
、
中
央
の
太
い
木
の
幹
に
よ
っ
て
前
景

と
後
景
に
分
け
ら
れ
る
。
後
景
で
は
、
馬
に
乗
る
男
性
が
、
十
字
架
を
頭
上
に

掲
げ
る
牡
鹿
に
出
会
う
幻
視
の
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
描
写
が
聖
フ
ベ

ル
ト
ゥ
ス
の
逸
話
に
基
づ
く
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
左
側
で
紺
色
の
マ
ン
ト
を
翻
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モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

し
た
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
、
白
馬
に
ま
た
が
り
両
手
を
組
ん
で
祈
っ
て
い
る
。

白
馬
は
前
足
を
上
げ
、
後
ろ
足
を
前
後
に
す
る
姿
勢
で
描
か
れ
、
突
然
現
れ
た

聖
な
る
十
字
架
に
驚
い
て
急
停
止
す
る
激
し
い
動
き
が
表
さ
れ
て
い
る
。
太
い

樹
木
を
挟
ん
で
相
対
す
る
右
側
に
い
る
牡
鹿
は
、
身
を
か
が
め
、
十
字
架
が
強

調
し
て
描
か
れ
て
い
る
。前
景
で
は
、狩
猟
の
騎
手
た
ち
と
同
様
の
衣
装
を
纏
っ

た
、
頭
上
に
光
輪
を
持
つ
天
使
た
ち
が
角
笛
を
吹
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ

の
パ
ネ
ル
で
は
、
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
が
牡
鹿
の
頭
上
に
磔
刑
の
キ
リ
ス
ト
を
幻

視
す
る
瞬
間
を
、
太
い
幹
の
前
に
立
つ
三
人
の
天
使
が
鑑
賞
者
に
知
ら
せ
る
と

い
う
多
重
的
な
構
造
が
見
ら
れ
る
。
牡
鹿
の
頭
上
に
あ
る
磔
刑
像
は
、
こ
の
場

面
に
お
け
る
夕
日
以
上
に
最
も
明
る
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
を
放
っ
て
お
り
、
聖

な
る
も
の
を
明
示
し
て
い
る
が
、
木
の
幹
を
隔
て
て
前
景
の
鑑
賞
者
が
い
る
位

置
に
は
届
い
て
お
ら
ず
、
明
確
に
空
間
が
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
多
層

的
な
空
間
は
、こ
の
幻
視
体
験
が
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
み
が
経
験
し
て
い
る「
奇

跡
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
経
験
は
天
使
の
存
在
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
鑑
賞
者
に

知
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
物
語
の
終
点
と
も
解
釈
で
き
る
位
置
に
あ
る
作
品
が
、
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
窓
で
あ
る
《
人
生
の
道
》（
図
11
）
で
あ
り
、
地
上
か
ら
天
井
へ
と
続

く
道
行
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
窓
か
ら
入
る
こ
と
と
な
る
青
と
黄
色
を
基
調
と

し
た
色
調
は
、
天
井
画
（
図
８
）
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
狩
猟
の
出
発
と
失

敗
、
静
寂
な
祈
り
の
境
地
へ
到
達
し
た
後
に
、
窓
か
ら
入
る
光
や
、
空
に
見
立

て
ら
れ
た
パ
ネ
ル
を
媒
介
に
し
て
、
天
上
か
ら
の
啓
示
が
伝
え
ら
れ
る
と
い
う

構
成
で
あ
ろ
う
。

　

ブ
イ
ヨ
ン
は
、《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
が
装
飾
さ
れ
た
書
斎
と
い
う

空
間
の
機
能
と
、
狩
猟
に
お
け
る
獲
物
を
追
い
か
け
捉
え
る
行
為
と
の
類
似
に

注
目
し
た
。
す
な
わ
ち
、《
奇
跡
》
は
、
書
斎
で
の
執
筆
活
動
に
お
け
る
、
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
啓
示
的
に
沸
き
起
こ
る
様
子
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
解
釈
に
基
づ
け
ば
、《
奇
跡
》
の
前
景
の
天
使
お
よ

び
天
井
画
に
描
か
れ
た
天
使
た
ち
は
、
書
斎
に
い
る
観
者
に
は
一
種
の
礼
拝
者

と
し
て
の
性
格
を
、
書
斎
空
間
に
は
一
種
の
礼
拝
堂
と
し
て
の
機
能
を
、
そ
し

て
各
絵
画
的
イ
メ
ー
ジ
に
は
宗
教
的
美
術
の
性
格
を
与
え
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
と
り
わ
け
《
奇
跡
》
は
、
建
築
的
構
造
物
で
あ
る
か
の
よ
う
な
巨
大
な
樹

木
を
配
す
る
こ
と
で
堅
固
な
構
造
が
生
ま
れ
て
お
り
、
書
斎
と
い
う
疑
似
的
な

礼
拝
空
間
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
の
制
作
過
程
に
注
目
す
る
と
、
礼
拝

空
間
に
お
け
る
壁
画
装
飾
と
の
関
連
性
が
見
い
だ
せ
る
。
本
作
品
の
制
作
過
程

図11　ドニによるデザイン、
アンリ・カロによる制作《人生
の道》（ステンドグラス）
1895年、ガラス、305×100㎝、
モーリス・ドニ美術館
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は
、
ク
レ
ヨ
ン
や
木
炭
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
、
色
彩
の
検
討
の
た
め

の
パ
ス
テ
ル
や
油
彩
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
、
粗
描
き
の
エ
ス
キ
ー
ス
、
そ
し
て
表

情
や
動
き
の
細
部
を
決
め
る
実
寸
大
の
カ
ル
ト
ン
へ
と
進
行
す
る
。
こ
の
制
作

方
法
に
よ
り
、
主
題
の
た
め
の
細
部
や
人
物
の
表
情
を
詳
細
に
表
現
す
る
こ
と

と
、
大
胆
な
線
と
色
彩
に
よ
る
造
形
が
共
存
す
る
。
ま
た
、
こ
の
制
作
方
法
は
、

礼
拝
空
間
に
お
け
る
伝
統
的
な
フ
レ
ス
コ
画
の
制
作
や
、
同
時
期
に
ド
ニ
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
カ
ル
ト
ン
制
作
に
も
類
似
し
て
い
る
。
フ
ァ

ビ
エ
ン
ヌ
・
ス
タ
ー
ル
は
、
ル
・
ヴ
ェ
ジ
ネ
の
サ
ン
＝
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
教
会
司

祭
が
、
コ
シ
ャ
ン
邸
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
感
銘
を
う
け
、
新
た

な
礼
拝
堂
の
装
飾
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
修
復
を
ド
ニ
に
依
頼
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る（

（2
（

。
ド
ニ
は
人
物
の
配
置
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
、
色
彩
と
枠
取

り
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
、
人
物
の
表
情
や
細
部
の
描
き
こ
み
の
た
め
の
カ
ル
ト

ン
を
制
作
し
、
ガ
ラ
ス
画
家
ア
ン
リ
・
カ
ロ
（H

enri Carot, 1850-1919

）

が
実
行
し
た
。
こ
の
制
作
過
程
は
、
油
彩
画
で
あ
る
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝

説
》
の
制
作
方
法
と
似
通
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ド
ニ
が
描
い
た
《
奇
跡
》
の
構
想
の
た
め
の
素
描
は
、
聖
な
る
空

間
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
て
「
オ
ラ

ト
リ
オ
の
前
の
奇
跡
」
と
題
が
つ
け
ら
れ
た
素
描
（
図
12
）
は
、
人
物
の
配
置

や
、
中
央
に
太
い
構
造
物
を
置
く
と
い
う
構
図
は
完
成
作
と
同
じ
で
あ
り
、
背

景
に
は
、
完
成
作
と
同
じ
く
夕
日
が
沈
む
空
と
湖
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
る
。
し
か
し
、
中
央
の
樹
木
は
、
壁
龕
を
持
つ
構
造
物
に
も
見
え
、
左
側

に
等
間
隔
に
並
べ
ら
れ
た
樹
木
は
、窓
を
有
す
る
壁
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

モ
ノ
グ
ラ
フ
で
は
、
素
描
の
背
景
に
描
か
れ
て
い
る
壁
龕
の
よ
う
な
も
の
は
、

第
七
面
に
描
か
れ
た
礼
拝
堂
の
、
鐘
の
下
に
描
か
れ
て
い
る
壁
龕
と
類
似
し
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、こ
の
素
描
の
題
名
に
あ
る
「
オ
ラ
ト
リ
オ
」

は
、
聖
書
朗
読
や
説
教
お
よ
び
典
礼
に
基
づ
い
た
歌
唱
や
宗
教
劇
を
通
じ
て
祈

祷
を
行
う
小
さ
な
礼
拝
空
間
を
指
す
（
（3
（

。
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
は
こ
の
素
描
の
題
名
が

画
家
自
身
に
よ
る
呼
称
な
の
か
確
か
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
素
描
に
お
け

る
建
築
的
空
間
が
何
ら
か
の
宗
教
的
空
間
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
こ
の
素
描
は
、
画
家
が
、《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
そ
れ
自
体
と
、

図12　ドニ《奇跡》のための習作「オラトリオの前の奇跡」
制作年不明、紙にクレヨン、26×21.5㎝、モーリス・ド
ニ美術館
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モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

作
品
が
置
か
れ
た
部
屋
を
一
種
の
宗
教
的
空
間
と
し
て
計
画
し
て
い
た
可
能
性

を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
観
察
か
ら
、
以
下
の
仮
説
が
浮
か
び
上
が
る
。
第
一
に
、《
聖
フ
ベ

ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
お
い
て
、
ド
ニ
は
、
書
斎
を
一
種
の
礼
拝
堂
の
よ
う
な

宗
教
的
空
間
と
重
ね
合
わ
せ
た
。
第
二
に
、
画
家
は
そ
の
よ
う
な
空
間
の
中
心

と
し
て
《
奇
蹟
》
を
描
き
、
大
胆
な
樹
木
を
利
用
し
た
構
図
、
お
よ
び
天
使
た

ち
を
仲
介
に
し
て
観
者
に
聖
な
る
場
面
を
目
撃
さ
せ
る
神
秘
的
空
間
を
実
現
し

よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
の
画
業
や
作
品
の
制
作
を
総
括
す
る
と
、
ド
ニ
に
よ
る
宗
教
芸
術
の
模

索
に
お
い
て
、《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
を
含
む
コ
シ
ャ
ン
邸
の
装
飾
は
、

抽
象
的
で
単
純
化
さ
れ
た
形
態
、
色
彩
、
線
描
の
調
和
を
め
ざ
す
ナ
ビ
派
的
形

式
と
、
宗
教
主
題
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
最
初
期
の
作
品
の
ひ
と
つ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
画
家
は
、
こ
の
作
品
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、
イ
タ

リ
ア
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
へ
の
関
心
、
お
よ
び
樹

木
を
一
種
の
建
築
的
要
素
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
る
素
朴
な
宗
教
的
感
情

へ
の
回
帰
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
章
で
は
、
同
時
期
に
ド
ニ
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
初
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ

サ
ン
ス
絵
画
を
中
心
に
ド
ニ
が
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
作
品
を
再
検
討
す

る
。
第
三
章
で
は
、
樹
木
の
表
現
に
注
目
し
、
礼
拝
空
間
の
建
築
と
の
関
連
性

を
指
摘
す
る
。

二
．《
奇
跡
》
を
中
心
と
し
た
主
題
の
参
照
源
の
検
討

　
　
　
（
一
）
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
姿
に
注
目
し
た
先
行
作
例
と
の
比
較

　
《
奇
跡
》（
図
1
）
に
お
け
る
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
、
幻
視
体
験
に
よ
る
回
心

と
帰
依
の
瞬
間
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
、
作
品
全
体
の
構
想
は

い
か
な
る
源
泉
か
ら
構
想
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
で
の
指
摘
や
、
作

品
観
察
を
総
括
す
る
と
、
十
五
世
紀
中
葉
の
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
画

僧
で
あ
っ
た
、
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
（Fra’A

ngelico, Beato A
ngelico, 

1390/1395-1455

）
や
フ
ラ
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
（Fra Filippo Lippi, 

1406-1469

）、
そ
の
弟
子
で
あ
り
助
手
に
あ
た
る
世
代
の
芸
術
家
で
あ
る
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
・
ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
（Francesco Pesellino, Francesco da 

Stefanno, 1422-1457

）、
ベ
ノ
ッ
ツ
ォ
・
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ
（Benozzo Gozzoli, 

1421-1497

）
の
作
品
に
お
け
る
、
聖
な
る
人
物
の
表
現
お
よ
び
空
間
と
の
類

似
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
初
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

に
属
す
る
美
術
家
た
ち
以
外
に
も
、
ド
ニ
が
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
作
品

が
存
在
す
る（

（3
（

。
ま
ず
、《
奇
跡
》に
お
け
る
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
姿
に
注
目
す
る
。

　

フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
写
本
か
ら
版
画
、
油
彩
画
、
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
に
至
る
ま
で
数
多
く
確
認
で
き
る
。
同
じ
く
狩
猟
者
の
守
護
者
と
し
て
知

ら
れ
る
古
代
ロ
ー
マ
の
聖
人
で
あ
る
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
も
合
わ
せ
る
と
、
類

似
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
ニ
の
《
奇
跡
》
に
お
け
る
聖
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フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
姿
勢
は
、
他
の
芸
術
家
に
よ
る
先
行
作
品
と
比
較
し
て
無
視

で
き
な
い
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。

　

パ
ト
リ
シ
ア
・
ド
・
フ
ジ
ェ
ロ
ー
ル
が
指
摘
す
る
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー

ラ
ー
（A

lbrechit D
ürer, 1471-1528

）
に
よ
る
《
聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
の

幻
視
》（
図
13
）
を
ド
ニ
の
《
奇
跡
》
と
比
較
す
る
と
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
描
く

聖
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
は
馬
か
ら
降
り
て
祈
り
を
捧
げ
て
お
り
、
ド
ニ
の
作
品
と

は
異
な
っ
た
姿
勢
で
あ
る（

（3
（

。
一
方
、
初
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
属
す
る

画
家
で
あ
る
ピ
サ
ネ
ッ
ロ
（Pisanello, 1395-1455

）
の
作
品
で
あ
る
《
聖
エ

ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
の
回
心
》（
図
14
）
は
、
馬
に
乗
っ
た
状
態
で
、
両
手
を
組
ん

で
岩
場
に
立
つ
牡
鹿
と
頭
上
の
磔
刑
の
キ
リ
ス
ト
に
向
か
っ
て
祈
る
姿
勢
を

と
っ
て
い
る
。
乗
馬
を
し
た
ま
ま
の
姿
勢
と
い
う
点
で
、
ド
ニ
の
描
い
た
聖
フ

ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
姿
に
似
て
い
る
。
ピ
サ
ネ
ッ
ロ
の
作
品
で
は
、
鳥
や
牡
鹿
、
猟

犬
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
が
静
止
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
、
奇
跡
の
瞬
間

は
静
寂
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
右
下
に
描
か
れ
て
い
る
猟
犬
は
動
感
を
与
え

て
お
り
、
ド
ニ
の
作
品
に
お
け
る
牡
鹿
の
動
き
に
似
て
い
る
。
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ

ス
ば
か
り
か
馬
の
動
き
を
も
含
め
た
平
面
的
構
図
お
よ
び
モ
デ
リ
ン
グ
と
、
強

い
躍
動
感
の
あ
る
動
物
た
ち
お
よ
び
奇
蹟
の
瞬
間
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
ド
ニ

の
試
み
は
、
ピ
サ
ネ
ッ
ロ
に
よ
る
作
品
の
も
つ
特
質
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

ド
ニ
が
こ
の
ピ
サ
ネ
ッ
ロ
の
絵
画
を
参
照
し
得
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の

絵
画
は
、
一
八
九
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
よ
っ
て

購
入
さ
れ
て
い
る（

（3
（

が
、
ド
ニ
は
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
く
、
こ
の
作
品

図13　アルブレヒト・デューラー《聖エウスタ
キウスの幻視》
1501年頃、エングレーヴィング、35×25.9㎝、
狩猟と自然史博物館、パリ

図14　ピサネッロ《聖エウスタキウスの回心》
1438 ～ 1442年、板にテンペラ、54.8×65.5㎝、ナ
ショナル・ギャラリー、ロンドン

美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   94美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   94 2024/03/05   10:24:582024/03/05   10:24:58



95

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

を
直
接
見
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
類
似
性
は
、
ド

ニ
に
よ
る
描
写
が
初
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
先
例
を
意
識
し
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
お
り
、
刊
行
物
等
で
の
複
製
図
版
や
、
ピ
サ
ネ
ッ
ロ
と
関
連
す

る
ほ
か
の
作
品
を
通
じ
て
、
自
身
の
表
現
に
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
推
察
さ
れ

る
。

　

ま
だ
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
参
照
源
と
し
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
室
内
調
度
の

形
式
で
あ
る
カ
ッ
ソ
ー
ネ
お
よ
び
ス
パ
ッ
リ
エ
ー
ラ
に
み
ら
れ
る
行
進
の
主
題

に
お
け
る
騎
馬
像
と
比
較
し
た
い
。
本
論
文
で
は
十
五
世
紀
初
期
の
芸
術
家
で

あ
る
パ
オ
ロ
・
ウ
ッ
チ
ェ
ッ
ロ
（Paolo U

ccello, 1397-1475

）
に
お
け
る
騎

馬
像
、
お
よ
び
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
（Francesco Pesellino, 

1422-1457

）
に
よ
る
作
品
に
お
け
る
、
聖
な
る
者
の
到
来
を
告
げ
る
存
在
の

イ
メ
ー
ジ
が
、《
奇
跡
》
の
参
照
源
た
り
え
た
こ
と
を
提
示
す
る
。

　
　
　
（
二
）
室
内
調
度
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
影
響

　

ド
ニ
の
作
品
と
ウ
ッ
チ
ェ
ッ
ロ
の
《
森
の
中
の
狩
り
》（
図
15
）
を
比
較
す

る
と
、
類
似
点
が
見
い
だ
せ
る
。《
奇
跡
》
に
お
い
て
は
、
前
足
を
持
ち
上
げ

た
馬
の
動
感
、
人
物
の
横
顔
の
表
現
が
ウ
ッ
チ
ェ
ッ
ロ
の
作
品
と
近
似
し
て
い

る
。
別
の
パ
ネ
ル
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、《
失
敗
》で
は
、ウ
ッ

チ
ェ
ッ
ロ
の
作
品
に
み
ら
れ
る
遠
近
法
に
よ
る
奥
行
き
の
表
現
は
否
定
さ
れ
て

い
る
が
、
木
立
の
中
で
乗
馬
す
る
人
物
や
猟
犬
が
配
置
さ
れ
る
構
図
が
非
常
に

よ
く
似
て
い
る
。
な
に
よ
り
、
精
密
な
素
描
に
よ
る
人
物
や
動
物
の
表
現
と
、

影
を
排
し
平
坦
さ
を
強
調
し
た
色
彩
の
大
胆
な
使
用
が
調
和
さ
せ
ら
れ
て
い
る

点
で
類
似
し
て
い
る
。

　

ウ
ッ
チ
ェ
ッ
ロ
の
作
品
は
、
英
国
の
外
交
官
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ト
マ

ス
・
ホ
ー
ナ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
＝
ス
ト
ラ
ン
ウ
ェ
イ
ズ
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
遺
贈
さ
れ
、
同
大
学
附
属
機
関
で
あ
る

ア
シ
ュ
モ
レ
ア
ン
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
た
。
同
大
学
は
、
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
絵

画
を
収
集
し
公
開
す
る
最
初
の
機
関
と
な
っ
た（

（3
（

。ド
ニ
自
身
が
、同
時
期
に
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
訪
れ
た
記
録
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
装
飾
絵
画
や

工
芸
を
媒
介
と
し
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
卒
業
生
や
指
導
者
と
交
流
の

機
会
を
も
ち
参
照
し
た
か
、
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
図
版
を
参
照
し
た
可
能
性

が
指
摘
で
き
る（

（3
（

。

　

ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
に
よ
る
作
品
も
ド
ニ
と
の
顕
著
な
類
似
性
を
有
し
て
い
る
。

人
文
主
義
者
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
「
凱
旋
」
の
詩
か
ら
取
材
し
た
、《
ダ
ヴ
ィ
デ
の

凱
旋
》（
図
16
）
の
左
端
で
は
、前
足
を
揃
え
て
高
く
あ
げ
る
馬
が
見
出
さ
れ
る
。

ま
た
、《
名
声
、
時
と
永
遠
の
凱
旋
》（
図
17
）
で
は
、
右
端
の
キ
リ
ス
ト
の
周

囲
の
天
使
の
う
ち
、
左
か
ら
二
番
目
の
横
向
き
に
描
か
れ
た
人
物
が
、
フ
ベ
ル

ト
ゥ
ス
の
祈
り
の
姿
勢
と
似
た
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
は
、
フ

ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
の
弟
子
ザ
ノ
ビ
・
ス
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
（Zanobi Strozzi, 

1412-1468

）
と
共
作
を
行
っ
て
い
た
画
家
で
あ
っ
た
。

　

ウ
ッ
チ
ェ
ッ
ロ
と
ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
の
作
品
は
、
カ
ッ
ソ
ー
ネ
や
ス
パ
ッ
リ

エ
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
、
婚
礼
記
念
な
ど
で
贈
ら
れ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
側
面
に
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図15　パオロ・ウッチェッロ《森の中の狩り》
1465 ～ 1470年、カンヴァスに油彩、73.3×177㎝、アシュモレアン博物館、オックスフォード

図17　ペッセリーノ《名声、時と永遠の凱旋》
1488年頃、板に油彩、42.5×157.4㎝、イサベッラ・スチュワート・ガードナー美術館、ボストン

図16　フランチェスコ・ペッセリーノ《ダヴィデの凱旋》
1445 ～ 55年、板にテンペラ、43.3×177㎝、ナショナル・ギャラリー、ロンドン
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モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

あ
っ
た（

（3
（

。「
凱
旋
」
は
、
六
つ
の
概
念
が
そ
れ
ぞ
れ
行
進
を
行
い
、
最
後
に
時

お
よ
び
永
遠
が
勝
利
の
凱
旋
を
行
う
と
い
う
内
容
で
あ
る（

（3
（

。
聖
な
る
も
の
の
凱

旋
と
い
う
宗
教
的
意
味
を
帯
び
て
も
い
る
。《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に

お
い
て
、《
奇
跡
》
を
除
く
パ
ネ
ル
の
ほ
と
ん
ど
が
、
狩
猟
の
た
め
に
乗
馬
し
、

向
か
っ
て
右
方
へ
進
ん
で
い
く
。
こ
の
様
子
は
、
行
進
の
主
題
と
類
似
し
て
い

る
。
特
に
中
央
の
《
奇
跡
》
に
お
い
て
は
、
特
に
聖
な
る
も
の
の
到
来
と
類
似

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
六
年
に
、
美
術
研
究
者
で

あ
り
評
論
家
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
レ
ン
ソ
ン
（Bernard Berenson, 1865-

1959

）
が
、
彼
の
馴
染
客
で
あ
っ
た
イ
サ
ベ
ッ
ラ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド

ナ
ー
（Isabella Stew

art Gardner, 1840-1924

）
に
、
ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
の

作
品
の
購
入
を
勧
め
た（

（3
（

。ベ
レ
ン
ソ
ン
は
、カ
ッ
ソ
ー
ネ
の
収
集
や
取
引
を
行
っ

た
。
同
時
期
に
、
ド
イ
ツ
の
美
術
史
家
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
ワ
イ
ス
バ
ッ
ハ

（W
erner W

eisbach, 1873-1953

）
も
ま
た
、
ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
の
研
究
の
先

駆
け
と
な
り
、
一
九
〇
一
年
に
研
究
書
を
表
し
て
い
る（

（4
（

。
芸
術
史
や
理
論
の
探

求
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
ド
ニ
は
、
ベ
レ
ン
ソ
ン
や
ワ
イ
ス
バ
ッ
ハ
の
活
動
を

通
じ
て
作
品
を
知
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ド
ニ
が

制
作
を
行
っ
て
い
た
時
期
に
、
初
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
有
力
な
収
集
家
や
精
力
的
な
研
究
者
に
よ
り
、
イ
メ
ー
ジ
参
照
の

経
路
や
研
究
が
整
理
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
画
家
に
と
っ
て
も
意
義
深
い

こ
と
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

ド
ニ
が
こ
の
作
品
を
参
照
し
え
た
経
路
と
し
て
、
ほ
か
に
も
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
は
、
英
国
の
装
飾
芸
術
運
動
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
ア
ー
ツ
・

ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
や
、エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（Edw

ard 

Coley Burne-Jones, 1833-1898

）
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
と
関
わ
り
を
深
く
し

て
い
た
芸
術
家
、
お
よ
び
同
時
期
に
設
立
さ
れ
た
装
飾
美
術
教
育
は
、
中
世
美

術
や
初
期
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
絵
画
や
工
芸
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。

彼
ら
は
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
（John Ruskin, 1819-1900

）
に
よ
っ
て
刊

図16　ペッセリーノ
《ダヴィデの凱旋》（細部）

図17　ペッセリーノ
《名声、時と永遠の凱旋》
（細部）
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行
物
や
講
演
に
お
い
て
推
進
さ
れ
た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
美
術
や
彫
刻
、
装
飾

へ
の
関
心
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
運
動
は
、
美
術
教
育

の
分
野
で
も
注
目
を
引
き
つ
け
、
イ
タ
リ
ア
の
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
語

る
場
合
、
物
語
的
美
術
ば
か
り
で
な
く
、
メ
ダ
ル
や
宝
飾
品
を
含
む
装
飾
的
美

術
の
意
義
を
高
く
評
価
す
る
主
張
を
生
む
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
一
例
と
し
て
、

イ
ェ
ー
ル
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
装
飾

芸
術
に
つ
い
て
の
講
義
が
開
講
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

こ
れ
ら
の
装
飾
芸
術
運
動
に
関
わ
っ
た
人
々
に
よ
る
試
み
の
中
に
は
、
聖
人

伝
や
宗
教
的
主
題
を
室
内
装
飾
と
し
て
描
い
た
先
例
が
見
出
さ
れ
る
。《
聖
フ

ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
近
い
時
期
の
作
例
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
が
一

八
六
一
～
二
年
に
か
け
て
パ
ネ
ル
画
を
制
作
し
た
、《
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
の
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
》（
図
18
）
で
あ
り
、
聖
人
伝
が
三
面
に
わ
け
て
戸
口
に
描
か
れ
て

い
る
。
三
つ
の
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
ド
ニ
の
壁
画
装
飾
と
の
類
似
点
を
思

わ
せ
る
。

　
『
ス
テ
ュ
ー
デ
ィ
オ
』
誌
の
一
八
九
九
年
に
お
け
る
特
集
で
は
、
バ
ー
ン
＝

ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
室
内
装
飾
が
特
集
さ
れ
て
い
る
が
、
古

い
イ
タ
リ
ア
の
絵
画
を
模
し
た
板
絵
が
は
め
ら
れ
た
カ
ッ
ソ
ー
ネ
が
、
部
屋
の

調
度
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り（

（4
（

、
同
時
代
に
お
い
て
再
評
価

さ
れ
、
形
式
を
模
し
た
も
の
が
制
作
さ
れ
て
い
た
。
ド
ニ
は
、
当
時
交
友
関
係

に
あ
っ
た
装
飾
壁
画
家
や
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
装
飾
芸
術
を
重
視
す
る
団
体

で
あ
る
「
二
十
人
会
（Les V

ingt

）」
へ
の
参
加
に
よ
り
、
彼
ら
の
作
品
や
刊

行
物
を
目
に
す
る
機
会
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。

　

さ
ら
に
、《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
お
い
て
視
覚
化
さ
れ
た
「
行
進
」

と
い
う
行
為
に
注
目
す
る
と
、
全
体
の
構
成
に
お
い
て
、
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ
に
よ
る

個
人
礼
拝
堂
装
飾
と
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。

図18　ウィリアム・モリスによるパネル画、フィリップ・ウェッブ
によるデザイン《聖ゲオルギウスのキャビネット》
1861-62年、111×178×43㎝、ヴィクトリア・アルバート美術館、
ロンドン
（https://collections.vam.ac.uk/item/O8144/st-george-cabinet-
cabinet-webb-philip-speakman/）
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99

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

　
　
　
（
三
）�

物
語
的
構
成
に
お
け
る
ベ
ノ
ッ
ツ
ォ
・
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ
か
ら
の
着
想

　

ブ
イ
ヨ
ン
に
よ
る
先
行
研
究
で
は
、連
作
に
お
け
る
第
一
面
の
《
出
発
》
の
、

乗
馬
す
る
コ
シ
ャ
ン
一
家
の
姿
や
構
図
が
、
ベ
ノ
ッ
ツ
ォ
・
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ

（Benozzo Gozzoli, 1421-1497

）
に
よ
る
《
東
方
三
博
士
の
行
進
》
に
類
似

し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　
《
東
方
三
博
士
の
行
進
》
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
リ
ッ
カ
ル
デ
ィ
宮
殿
内
礼
拝
堂

の
壁
面
の
た
め
の
壁
画
（
図
19
～
21
）
で
あ
る
。
礼
拝
堂
の
外
側
の
室
内
壁
面

に
、
東
面
に
老
王
、
南
面
に
は
異
国
の
王
、
西
面
に
は
若
王
が
そ
れ
ぞ
れ
乗
馬

し
た
状
態
で
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
や
多
く
の
人
物
の
肖
像
に
囲
ま
れ
な
が
ら

イ
エ
ス
の
誕
生
に
訪
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る（

（4
（

。
礼
拝
堂
祭
壇
横
に
は
、
祝

福
す
る
天
使
が
描
か
れ
て
お
り
、
中
央
の
祭
壇
に
は
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
に

よ
る
イ
エ
ス
降
誕
の
祭
壇
画
と
、
聖
遺
物
箱
が
飾
ら
れ
た（

（4
（

。

　

岡
田
愛
氏
が
、
こ
の
礼
拝
堂
と
作
品
に
つ
い
て
、
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ
の
作
品
群
と

祭
壇
画
、
聖
遺
物
箱
が
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
交
え
る
こ
と
で

関
連
付
け
ら
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
前
川
久
美
子
氏
が
、
人
物
や
天

使
の
視
線
や
背
景
の
配
置
に
よ
り
、
鑑
賞
者
が
実
際
に
巡
礼
し
、
キ
リ
ス
ト
の

降
誕
に
出
会
う
た
め
の
順
路
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（4
（

。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
中
央
の
聖
域
に
お
か
れ
た
中
心
と
な
る
主
題
を
囲
む
よ
う
に

し
て
、
壁
面
の
装
飾
が
一
定
の
順
序
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ド

ニ
の
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
の
物
語
的
に
順
序
の
あ
る
構
成
と
類
似
し

て
い
る
。

図19　ベノッツォ・ゴッツォリに
よるメディチ・リッカルディ宮殿
礼拝堂壁画《ベツレヘムへ向かう東
方三博士》より東壁と南壁、1459
～ 61年、フレスコ、パラッツォ・
メディチ・リッカルディ、フィレン
ツェ

図20　メディチ・リッカル
ディ宮殿礼拝堂祭壇、聖域部
分

図21　ベノッツォ・ゴッツォリ
によるメディチ・リッカルディ
宮殿礼拝堂壁画
《ベツレヘムへ向かう東方三博
士》より西壁
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先
に
述
べ
た
通
り
、
ド
ニ
は
、《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
制
作
後
と
な

る
一
八
九
七
年
か
ら
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
近
郊
の
フ
ィ
エ
ー
ゾ
レ
を
訪
問
し
た

た
め
、
制
作
以
前
に
当
該
作
品
を
参
照
し
た
確
た
る
証
拠
は
な
い
。
し
か
し
、

ナ
ビ
派
の
初
期
の
評
論
家
の
一
人
で
あ
る
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ジ
ュ
フ
ロ
ワ
が
、

一
八
九
八
年
に
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
館　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（Les M

usées 

d'E
urope, Florence II

）』
の
第
二
巻
を
発
刊
し
て
お
り
、
そ
の
著
作
で
は
、

メ
デ
ィ
チ
・
リ
ッ
カ
ル
デ
ィ
宮
殿
に
あ
る
ベ
ノ
ッ
ツ
ォ
の
壁
画
装
飾
が
詳
細
な

図
版
で
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。直
接
的
な
関
係
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

ド
ニ
と
関
わ
り
の
深
い
批
評
家
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
芸
術
に
関
心
を
持
ち
、
記

事
の
集
成
を
行
っ
た
人
物
が
い
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
後
年
の
こ
と
と
な

る
が
、
ド
ニ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、「
聖
な
る
芸
術
工
房
（L’A

telier d’art 

sacre

）」の
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
、ゴ
ッ
ツ
ォ
リ
に
よ
る
く
だ
ん
の
メ
デ
ィ

チ
家
礼
拝
堂
の
壁
画
の
人
物
の
細
部
図
が
三
点
確
認
で
き
た（

（4
（

。
一
九
三
九
年
に

ド
ニ
が
執
筆
し
た
『
宗
教
芸
術
の
歴
史
（H

istoire d'art religieux
）』
に
も
、

東
壁
と
南
壁
の
複
製
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

以
上
の
観
察
か
ら
、《
奇
跡
》
に
み
ら
れ
る
ド
ニ
の
騎
馬
像
か
ら
は
、
初
期

ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
を
参
照
し
、
重
層
的
に
回
心
や
聖
な
る
も
の
の
到
来
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
全
体
の
図
像
や
構
成

と
し
て
は
、
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ
の
礼
拝
堂
装
飾
に
着
想
を
受
け
、
構
成
し
た
可
能
性

を
指
摘
し
た
。

　

次
章
で
は
、
樹
木
の
表
現
に
立
ち
戻
り
、
そ
の
機
能
が
聖
空
間
に
お
け
る
機

能
と
比
較
し
う
る
こ
と
を
示
す
。

三
．�

準
備
素
描
お
よ
び
完
成
作
に
み
る
樹
木
の
礼
拝
空
間
と
し

て
の
機
能

　
　
　
（
一
）�

ド
ニ
に
よ
る
樹
木
：
意
匠
的
表
現
か
ら
聖
な
る
空
間
的
機
能
へ

の
変
遷

　
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
お
け
る
樹
木
や
枝
葉
の
表
現
に
は
、
物
語

場
面
の
心
理
や
感
情
を
視
覚
的
に
演
出
す
る
役
割
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
第

一
面
の
《
出
発
》
で
は
、
白
樺
の
木
が
青
い
空
に
垂
直
に
伸
び
、
前
景
下
方
に

木
の
枝
の
影
が
装
飾
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
第
一
面
か
ら
第
三
面
で
は
、
樹
々

の
枝
葉
が
上
方
へ
伸
び
て
い
く
構
図
に
、感
情
の
高
ま
り
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

対
し
て
、
第
五
面
の
《
失
敗
》
で
は
、
松
の
よ
う
な
針
葉
樹
と
、
画
面
下
方
に

は
茨
が
描
か
れ
て
い
る
。
針
葉
樹
と
茨
は
他
の
場
面
に
も
現
れ
る
が
、
壁
の
反

対
側
の
三
つ
の
作
品
と
比
較
す
る
と
、
狩
り
の
遭
難
の
場
面
に
お
け
る
困
難
お

よ
び
不
安
感
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　

画
業
初
期
以
来
、
ド
ニ
は
樹
木
や
草
花
が
構
図
に
お
い
て
持
つ
役
割
に
注
目

す
る
と
も
に
、
主
題
に
関
わ
る
感
情
を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
の
役
割
に
強
い
関

心
を
抱
い
て
い
た
。
一
八
九
〇
年
代
初
頭
に
友
人
の
私
邸
装
飾
の
た
め
に
制
作

し
た
油
彩
画
に
も
、
こ
の
関
心
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
市
役
所
の
婚

礼
装
飾
画
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
と
さ
れ
る
《
樹
下
の
行
進
》（
図
22
）
で
は
、
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101

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

白
い
衣
を
着
た
女
性
た
ち
が
左
方
へ
進
ん
で
い
く
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
人
物
像
の
頭
上
の
葉
と
、
足
元
に
広
が
る
枝
の
影
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
様
式
化
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
に
よ
り
、
装
飾
的
な
効
果
を
生
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
、
初
期
に
お
け
る
造
形
と
色
彩
に
よ
る
装
飾
的
構
成
に
よ
り
、
画

家
や
、
場
面
に
描
か
れ
た
人
物
た
ち
の
内
面
的
感
情
を
喚
起
し
て
示
す
方
法
と

一
致
す
る（

（5
（

。

　

こ
う
し
た
情
景
の
演
出
的
役
割
の
一
方
で
、
第
二
面
《
猟
犬
を
放
つ
》、
第

四
面
《
奇
跡
》、
第
六
面
《
地
獄
の
狩
り
》
で
は
、
前
景
と
後
景
の
間
に
、
柱

の
よ
う
に
太
く
堅
固
な
印
象
を
与
え
る
木
の
幹
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
天
井
画
の
構
想
の
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
（
図
23
）
を
確
認
す
る
と
、
当

初
の
構
想
に
お
い
て
は
、
パ
ネ
ル
に
描
か
れ
た
木
々
か
ら
伸
び
た
枝
葉
の
部
分

が
天
井
を
覆
い
、
ま
る
で
森
の
中
に
い
る
よ
う
な
光
景
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。《
奇
跡
》
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
太
い
木
の
幹
は
、
ほ
か
の
三

面
の
パ
ネ
ル
と
異
な
り
、
明
確
に
天
井
画
と
の
連
続
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、

空
間
を
覆
う
樹
木
の
表
現
に
お
い
て
も
中
心
的
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

　

第
一
章
で
示
し
た
よ
う
に
、《
奇
跡
》
に
お
い
て
は
、樹
木
は
中
心
に
お
か
れ
、

聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
い
る
幻
視
の
光
景
を
両
脇
に
配
置
し
、
天
使
の
仲
介
を
支

え
る
補
助
的
な
役
割
と
し
て
樹
木
が
描
か
れ
て
い
た
。
当
初
の
構
想
か
ら
、
ド

ニ
は
、
聖
な
る
も
の
と
の
結
び
つ
き
を
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
、
ド
ニ
の
作
品
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
樹
木
表
現
は
、
い

か
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
か
。
初
期
に
お
い
て
は
一
八
九
〇
年
代
に
身
を
置
い

て
い
た
象
徴
主
義
と
装
飾
芸
術
と
の
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
平
石
昌
子
氏
は
、
装
飾
に
お
け
る
造
形
的
手
法
と
の
関
連
性
を
注
目
し
、

肖
像
画
に
描
か
れ
た
樹
木
や
、
海
景
画
に
見
ら
れ
る
波
の
表
現
、
扇
子
の
文
様

の
意
匠
性
と
の
共
通
点
を
指
摘
し
た（

（5
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
意
匠
的
効
果
に
対
し
、
現
実
世
界
と
聖
な
る
も
の
が

現
出
す
る
空
間
を
隔
て
、境
界
を
作
り
出
す
役
割
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

本
論
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。《
天
使
と
闘
う
ヤ
コ
ブ
》（
図
24
）
で
は
、
木
を

隔
て
て
向
こ
う
側
は
市
街
地
、
前
景
に
聖
な
る
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
平
石

氏
は
、
木
の
枝
が
日
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
、
木
の
枝

に
聖
俗
、
昼
夜
と
い
っ
た
異
な
る
も
の
の
境
界
的
役
割
を
指
摘
し
た（

（5
（

。

　

木
を
境
界
と
し
て
前
景
と
後
景
に
、
現
実
と
聖
な
る
も
の
の
幻
視
を
配
置
す

る
例
は
、
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
（Paul Gauguin, 1848-1903

）
の
《
説
教

の
後
の
幻
影
あ
る
い
は
天
使
と
闘
う
ヤ
コ
ブ
》（
図
25
）
に
も
見
い
だ
せ
る
。

樹
木
を
挟
ん
で
前
景
に
は
、
説
教
を
聞
い
た
後
の
ブ
ル
ト
ン
人
の
女
性
た
ち
が

描
か
れ
、
樹
木
よ
り
後
景
に
天
使
と
ヤ
コ
ブ
の
姿
を
幻
視
し
て
い
る
。
喜
多
﨑

親
氏
は
、こ
の
点
に
つ
い
て
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
他
の
作
例
や
準
備
素
描
、ア
ル
ベ
ー

ル
・
オ
ー
リ
エ
に
よ
る
批
評
を
分
析
し
、
説
教
が
行
わ
れ
た
礼
拝
空
間
の
中
で

の
幻
視
体
験
を
直
接
的
に
描
写
せ
ず
、
樹
木
の
み
を
挟
ん
だ
戸
外
で
の
体
験
と

す
る
こ
と
で
、
幻
視
が
女
性
た
ち
の
心
象
風
景
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し

た
と
述
べ
た（

（5
（

。
こ
こ
で
は
、
聖
な
る
も
の
と
現
実
世
界
の
境
界
と
し
て
の
役
割

と
、
礼
拝
空
間
に
対
す
る
樹
木
の
代
替
的
な
役
割
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ン

美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   101美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   101 2024/03/05   10:24:592024/03/05   10:24:59



美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号

102

リ
・
ド
ー
ラ
氏
は
、
ド
ニ
の
作
品
に
お
い
て
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
小
道
と
そ
の

周
囲
に
立
ち
並
ぶ
樹
木
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
画
家
の
意
図
を

解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
樹
々
の
立
ち
並
ぶ
道
を
、
世
俗
的
な

世
界
か
ら
聖
な
る
世
界
へ
昇
華
さ
れ
て
い
く
テ
ー
マ
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い

る
（
（5
（

。

　

こ
れ
ら
の
解
釈
を
総
括
す
れ
ば
、
恐
ら
く
ド
ニ
は
、
樹
木
の
表
現
を
聖
な
る

も
の
の
た
め
の
構
造
物
と
し
て
も
意
識
し
て
お
り
、
純
粋
な
造
形
と
そ
れ
に
よ

る
内
面
的
感
情
の
表
現
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
樹
木
を
聖
俗
の
境
に
あ
っ
て

両
者
を
接
続
す
る
も
の
と
し
て
用
い
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

本
作
品
全
体
に
お
け
る
樹
木
の
表
現
は
、
ほ
と
ん
ど
が
前
景
と
後
景
の
境
に
太

い
幹
や
木
立
を
置
く
こ
と
が
多
く
、
こ
と
に
《
奇
跡
》
に
関
し
て
は
、
幻
視
が

起
き
る
聖
な
る
空
間
と
、
鑑
賞
者
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
そ
の
う
え
で
、
木
の
幹
の
前
に
描
か
れ
た
三
人
の
天
使
は
、
鑑
賞
者
と

聖
な
る
光
景
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
結
び
つ
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

樹
木
と
礼
拝
空
間
の
結
び
つ
き
を
検
討
す
る
た
め
、
ド
ニ
が
知
り
得
た
建
築

と
比
較
を
行
う
。
ド
ニ
が
装
飾
を
行
っ
た
礼
拝
の
建
築
を
概
観
す
る
と
内
陣
の

周
辺
へ
の
装
飾
が
多
く
み
ら
れ
る
。内
陣
と
の
境
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
、

民
衆
が
訪
れ
る
空
間
を
隔
て
る
役
割
を
担
う
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
自
体
を
説
教

壇
と
し
て
用
い
取
り
な
し
行
う
内
陣
仕
切
り
（
ス
ク
リ
ー
ン
）
の
機
能
と
、
本

作
品
に
お
け
る
ド
ニ
の
樹
木
の
あ
い
だ
に
は
無
視
し
え
な
い
類
似
点
が
あ
る
。

図23　画家による天井画の習作 図22　ドニ《樹下の行進》
1892年、カンヴァスに油彩、56×81㎝、個人蔵
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103

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

　
　
　
（
二
）
ド
ニ
に
よ
る
聖
な
る
空
間
の
装
飾
と
樹
木
の
表
現
と
の
関
連
性

　

一
、
植
物
と
聖
堂
建
築

　

第
一
に
、
聖
書
に
お
い
て
、
礼
拝
空
間
が
い
か
に
考
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を

捉
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
旧
約
聖
書
出
エ
ジ
プ
ト
記
で
は
、
モ
ー
セ
が
、

神
か
ら
預
言
を
行
う
た
め
の
幕
屋
と
、
ア
カ
シ
ア
の
木
で
作
ら
れ
た
祭
壇
を
用

意
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
礼
拝
空
間
と
は
神
や
神
が
住

ま
う
場
所
と
繋
が
る
場
で
あ
っ
た
。
新
約
聖
書
の
四
福
音
書
で
は
、
キ
リ
ス
ト

の
言
葉
が
、
種
ま
き
や
収
穫
の
比
喩
を
通
じ
て
語
ら
れ
る（

（5
（

。
こ
れ
は
、
聖
な
る

言
葉
や
教
え
が
清
ら
か
な
心
に
根
付
き
、
育
つ
過
程
を
象
徴
し
て
い
る
。
信
仰

の
成
長
や
神
と
の
共
感
、
対
話
を
促
進
す
る
場
で
あ
る
礼
拝
空
間
は
、
植
物
の

様
子
と
親
和
性
が
認
め
ら
れ
る（

（5
（

。

　

視
覚
的
な
発
見
が
述
べ
ら
れ
た
例
で
は
、
ロ
マ
ン
派
の
小
説
家
で
あ
る
シ
ャ

ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
言
葉
に
、
植
物
と
聖
堂
建
築
の
結
び
つ
き
に
関
す
る
洞
察
が

注
目
さ
れ
る
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
、「
森
は
神
々
の
最
初
の
神
殿
で
あ
り
、

人
は
そ
こ
で
建
築
の
最
初
の
考
え
を
得
た
」
と
述
べ
、
古
来
か
ら
の
樹
木
信
仰

と
建
築
を
結
び
つ
け
た
。
植
物
文
様
の
柱
頭
を
持
つ
ギ
リ
シ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
の

神
殿
が
、
巨
大
樹
を
模
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
ル
ー
ツ
と
な
る
ガ
リ
ア
人
の
森

と
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
視
覚
的
印
象
を
結
び
つ
け
た
。

…
…
ガ
リ
ア
の
森
は
、
私
た
ち
の
祖
先
の
神
殿
に
も
持
ち
込
ま
れ
、
有
名

な
オ
ー
ク
の
森
は
こ
う
し
て
神
聖
な
性
格
を
保
っ
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

図24　ドニ《天使と闘うヤコブ》
1893年頃、カンヴァスに油彩、48×36㎝、個
人蔵

図25　ポール・ゴーギャン《説教の後の幻影あるいは
天使と闘うヤコブ》
1888年、カンヴァスに油彩、72.2×91.0㎝、スコッ
トランド・ナショナル・ギャラリー、エディンバラ
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種
類
の
木
の
葉
の
彫
刻
が
施
さ
れ
た
天
井
、
樹
木
の
幹
の
よ
う
な
バ
ッ
ト

レ
ス
、
…
…
聖
域
の
暗
さ
や
薄
明
か
り
な
ど
、
ゴ
シ
ッ
ク
教
会
の
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
森
の
迷
宮
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
神
秘
の
感
覚
を
刺
激
す
る（

（5
（

。

　

実
際
に
聖
堂
建
築
と
植
物
、と
り
わ
け
樹
木
の
表
現
と
視
覚
的
な
類
似
性
は
、

天
井
の
柱
梁
で
あ
る
「
穹
窿
（
以
下
、
ヴ
ォ
ー
ル
ト
）」
の
建
築
意
匠
に
見
ら

れ
る（

（5
（

。
柱
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
伸
び
て
広
が
る
網
の
目
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た

有
機
的
な
ヴ
ォ
ー
ル
ト
は
、
網
状
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で

好
ま
れ
た
も
の
で
あ
る（

（6
（

。
岩
谷
氏
は
、ア
ン
ナ
ベ
ル
ク
に
所
在
す
る
ザ
ン
ク
ト
・

ア
ン
ナ
聖
堂
に
お
け
る
建
築
意
匠
に
つ
い
て
、
壁
か
ら
独
立
し
た
柱
か
ら
伸
び

た
ヴ
ォ
ー
ル
ト
が
、
天
井
に
到
達
し
た
樹
木
が
枝
葉
を
伸
ば
す
よ
う
な
有
機
的

な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
キ
リ
ス
ト
の
系
統
図
で
あ
る
エ
ッ
サ
イ

の
木
や
、
受
難
を
表
す
キ
リ
ス
ト
の
磔
刑
の
樹
木
と
関
連
付
け
ら
れ
た
可
能
性

を
指
摘
し
て
い
る（

（6
（

。
柱
か
ら
の
び
る
骨
組
み
が
、
枝
を
広
げ
る
樹
木
に
比
較
し

う
る
例
は
、
英
国
の
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
聖
堂
に
お
け
る
ヴ
ォ
ー
ル
ト
に
も
見
い

だ
せ
る
。

　

同
時
期
に
ド
ニ
が
実
見
で
き
た
聖
堂
を
特
定
し
、
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
だ

が
、
一
九
三
九
年
に
ド
ニ
が
刊
行
し
た
『
宗
教
芸
術
の
歴
史
』
に
は
、
聖
堂
内

部
の
写
真
が
い
く
つ
か
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
実
見
の
機
会
を
持
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
中
で
も
、
パ
リ
第
一
区
に
あ
る
サ
ン
＝
ト
ゥ
シ
ュ
タ
ッ
シ
ュ
教
会
は
、

ゴ
シ
ッ
ク
期
と
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
架
橋
に
あ
る
様
式
と
さ
れ
て
い
る
が
、
柱
か

ら
伸
ば
さ
れ
た
ヴ
ォ
ー
ル
ト
が
放
射
状
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

英
国
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
聖
堂
で
は
、
柱
か
ら
放
射
状
に
複
数
本
の
ヴ
ォ
ー
ル

ト
が
広
が
っ
て
伸
び
て
お
り
、そ
れ
ら
が
天
井
付
近
で
複
雑
に
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
扇
状
ヴ
ォ
ー
ル
ト
と
い
う
意
匠
で
あ
り
、
視
覚
的
に
枝
葉
を
伸
ば
す

樹
木
と
類
似
し
て
い
る
（
図
26
）。
ま
た
、
聖
堂
の
塔
で
あ
る
ベ
ル
・
ハ
リ
ー
・

タ
ワ
ー
で
は
、
天
井
部
分
で
広
が
る
柱
が
枝
分
か
れ
し
て
扇
状
ヴ
ォ
ー
ル
ト
と

な
っ
て
い
る
（
図
27
）。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
キ
ン
グ
ス
・

カ
レ
ッ
ジ
礼
拝
堂
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
木
の
枝
が
天
井
を
伝
っ
て
広
が

る
様
子
に
類
似
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
礼
拝
空
間
に
お
け
る
装
飾
や
構
造
に
つ
い
て
視
覚
的
参
照
源
を
提
供

す
る
研
究
は
、ド
ニ
と
同
時
代
を
端
緒
に
発
展
し
た
。
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
、

エ
ミ
ー
ル
・
マ
ー
ル
が
『
十
三
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
芸
術
（L’A

rt 

religieux du X
IIIe siècle en France

）（
（6
（

』
を
一
八
九
九
年
に
著
し
た
と
同

時
期
に
、
中
世
の
聖
堂
や
教
会
に
お
け
る
装
飾
の
細
部
や
各
部
位
に
つ
い
て
詳

細
に
論
じ
る
研
究
が
相
次
い
で
い
る
。
実
際
に
、
エ
ミ
ー
ル
・
ラ
ン
バ
ン
に
よ

る
研
究
で
は
、
イ
ル
＝
ド
＝
フ
ラ
ン
ス
地
域
に
お
け
る
中
世
の
教
会
や
聖
堂
に

の
柱
頭
を
図
版
と
と
も
に
紹
介
し
て
お
り
、
柱
の
立
ち
並
ぶ
様
子
が
森
に
例
え

ら
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

こ
う
し
た
聖
堂
と
樹
木
に
類
似
す
る
表
現
や
そ
の
起
源
、
同
時
期
に
お
け
る

研
究
や
、ド
ニ
の
実
見
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
、

同
時
期
の
刊
行
物
や
修
道
院
と
の
交
流
関
係
を
た
ど
り
、
ド
ニ
が
樹
木
に
似
た
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105

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

生
命
的
な
建
築
意
匠
を
目
に
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

二
、
教
会
堂
装
飾
の
機
能
と
の
比
較

　

ド
ニ
が
本
作
の
制
作
以
後
か
ら
開
始
す
る
礼
拝
空
間
は
、
そ
の
多
く
が
混
合

様
式
で
あ
る
。
ド
ニ
が
手
掛
け
た
装
飾
の
中
で
本
作
と
最
も
年
代
の
近
い
ル
・

ヴ
ェ
ジ
ネ
の
サ
ン
＝
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
教
会
は
、
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
と
ロ
マ

ネ
ス
ク
様
式
を
折
衷
し
た
様
式
と
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
よ
っ
て
、
現
段
階
で
は
直
接

的
に
様
式
の
特
定
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
装
飾
位
置
と
そ
の
機
能
に
類

似
性
が
見
い
だ
せ
る
。
ド
ニ
が
装
飾
し
た
聖
堂
の
部
位
に
注
目
す
る
と
、
ア
プ

ス
や
、
内
陣
の
周
り
に
巡
ら
さ
れ
た
周
歩
廊
、
聖
歌
隊
席
、
礼
拝
堂
の
装
飾
と

い
っ
た
、
内
陣
の
周
辺
の
空
間
の
装
飾
の
依
頼
が
多
い
点
が
指
摘
で
き
る（

（6
（

。

　

ド
ニ
が
装
飾
し
た
礼
拝
空
間
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
ド

イ
ツ
の
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
や
英
国
に
お
け
る
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
聖
堂
に
は
、
内
陣

の
あ
る
聖
空
間
と
、
身
廊
側
廊
を
含
む
世
俗
的
空
間
の
間
に
、
動
植
物
や
聖
母
、

聖
人
、
天
使
の
彫
刻
が
施
さ
れ
た
、
内
陣
仕
切
り
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
聖
遺
物
や
聖
職
者
の
祈
祷
を
隠
す
と
同
時
に
、
聖
域
と
な
る
内
陣
を
遠
く

か
ら
見
て
も
視
覚
的
に
わ
か
る
よ
う
な
、
秘
匿
と
開
示
が
共
存
す
る
も
の
で

あ
っ
た（

（6
（

。

　

ド
ニ
は
、
過
去
の
礼
拝
空
間
の
建
築
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
る
中
、
礼
拝
堂

建
築
に
お
け
る
世
俗
的
な
世
界
と
聖
域
を
隔
て
、
結
び
つ
け
る
機
能
を
も
つ
構

造
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図26　カンタベリー聖堂会衆席、1410年頃完成 図27　カンタベリー聖堂ベル・ハリー・タワー　
天井
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三
、
現
在
の
構
想
と
の
連
続
性

　

新
し
い
天
井
画
が
構
想
さ
れ
た
の
は
、
依
頼
者
が
空
に
昇
る
天
使
の
姿
を
描

く
よ
う
に
希
望
し
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
こ
の
変
更
に
よ
り
、
森
の

表
現
は
削
減
さ
れ
た
が
、
天
使
の
仲
介
者
と
し
て
の
重
要
性
が
一
層
際
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
現
在
の
天
井
画
で
は
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
窓
か
ら
差
し
込
む
光

と
同
じ
青
と
黄
色
の
色
調
を
使
用
さ
れ
て
い
る
。
天
井
に
は
啓
示
的
な
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
を
知
ら
せ
る
存
在
が
描
か
れ
、
窓
か
ら
は
同
じ
色
の
光

が
執
筆
者
と
し
て
の
コ
シ
ャ
ン
を
照
ら
す
と
い
う
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
依
頼
者
の
希
望
を
踏
ま
え
、
完
成
作
は
よ
り
宗
教
的
感
情
を
高
め
る
よ

う
に
演
出
さ
れ
、
そ
の
意
図
が
鑑
賞
者
に
伝
わ
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。
新
し

い
構
想
は
、
聖
な
る
存
在
と
鑑
賞
者
を
仲
介
す
る
天
使
を
よ
り
強
調
し
、
鑑
賞

者
に
対
し
て
よ
り
素
朴
で
伝
わ
り
や
す
い
体
験
を
も
た
ら
す
こ
と
が
意
図
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、《
奇
跡
》
に
お
け
る
木
の
幹
の
役
割
は
、

聖
空
間
と
鑑
賞
者
を
分
け
、
つ
な
ぐ
と
い
う
聖
空
間
に
お
け
る
境
界
的
役
割
を

担
う
構
造
物
を
意
識
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
と
意
図
は
、
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ

れ
た
現
在
の
構
成
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

一
八
九
〇
年
代
の
終
わ
り
、
ド
ニ
は
息
子
を
亡
く
す
と
い
う
悲
痛
事
を
経
験

し
、
悲
嘆
に
く
れ
る
中
、
イ
タ
リ
ア
探
訪
に
よ
る
宗
教
芸
術
の
研
究
と
、
郊
外

の
礼
拝
堂
で
の
修
復
や
装
飾
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
日

常
に
聖
な
る
も
の
が
出
現
す
る
よ
う
な
主
題
と
表
現
が
涵
養
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
。

　

本
論
で
は
、
個
人
邸
宅
に
お
け
る
書
斎
の
装
飾
が
、
礼
拝
堂
に
見
立
て
ら
れ

て
い
る
と
い
う
仮
説
を
も
と
に
、次
の
考
察
を
行
っ
た
。
第
二
章
で
は
、《
奇
跡
》

の
図
像
参
照
源
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
騎
馬
像
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
室
内
調
度

に
見
ら
れ
る
主
題
で
あ
る
行
進
や
凱
旋
の
イ
メ
ー
ジ
の
う
ち
、
聖
な
る
も
の
の

勝
利
の
場
面
に
お
け
る
人
物
の
表
現
と
類
似
し
て
い
た
。
ま
た
、
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ

の
個
人
礼
拝
堂
装
飾
と
の
比
較
で
は
、
主
題
の
点
で
は
騎
馬
像
の
行
進
と
狩
猟

の
た
め
の
前
進
に
類
似
が
見
ら
れ
、
構
成
と
し
て
は
、
複
数
の
パ
ネ
ル
を
つ
な

い
だ
円
環
的
な
構
成
と
、
中
央
の
主
要
な
テ
ー
マ
に
導
く
構
成
に
類
似
点
が
確

認
で
き
、
礼
拝
堂
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
強
め
た
。
第
三
章
で

は
、素
描
を
中
心
に
、特
に
《
奇
跡
》
に
お
け
る
樹
木
の
表
現
が
、主
に
ゴ
シ
ッ

ク
様
式
の
聖
堂
と
比
較
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
以
上
の
検
討
に

よ
り
、
礼
拝
空
間
に
お
け
る
構
造
物
と
、
形
態
と
機
能
の
点
で
類
似
し
て
い
る

可
能
性
が
指
摘
で
き
、
私
邸
装
飾
を
礼
拝
堂
に
見
立
て
る
と
い
う
取
り
組
み
に

お
け
る
参
照
の
源
泉
と
、
画
家
に
よ
る
当
初
の
連
作
の
構
想
と
建
築
空
間
と
の

関
連
性
を
示
し
た
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
査
読
に
て
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
二
点
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
を
行
う
。
一
点
目
と
し
て
、
ド
ニ
の
樹
木
の
表
象
と
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
や
、

セ
リ
ュ
ジ
エ
な
ど
の
ナ
ビ
派
の
芸
術
家
に
よ
る
表
現
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
ご
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モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

指
摘
い
た
だ
い
た
が
、
現
時
点
で
は
結
論
が
出
せ
な
か
っ
た
。
二
者
は
、
ポ
ン

＝
タ
ヴ
ァ
ン
な
ど
の
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
に
滞
在
し
制
作
を
行
っ
た
。
ド
ニ
自

身
も
ま
た
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
に
訪
問
を
重
ね
、
別
邸
を
構
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
背
景
を
考
慮
し
、
樹
木
信
仰
や
聖
母
信
仰
を
行
う
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
信

仰
文
化
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。
今
後
、
以
上

に
述
べ
た
文
化
的
背
景
と
、
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
。

　

二
点
目
は
、
ド
ニ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
制
作
と
、
制
作
理
念
や
造
形
的
特

質
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
ク
ロ
ワ
ソ

ニ
ス
ム
か
ら
の
影
響
は
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
輪
郭
線
や
流
麗
な
線

描
の
重
視
や
、
平
坦
な
色
彩
処
理
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
制
作
と
も
相
通
じ
る
。

今
後
、ド
ニ
の
執
筆
物
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
芸
術
家
と
の
関
わ
り
を
辿
り
た
い
。

ま
た
、
ド
ニ
が
実
見
し
た
、
あ
る
い
は
装
飾
を
行
っ
た
拝
堂
や
聖
堂
を
実
見
調

査
し
、
建
築
空
間
の
機
能
と
あ
わ
せ
て
、
作
品
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
や
検
討

を
行
い
た
い
。

【
註
】

（
1
）	

本
作
品
を
取
り
巻
く
状
況
、
作
品
の
素
描
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ

美
術
館
お
よ
び
狩
猟
自
然
博
物
館
が
共
同
で
刊
行
し
た
以
下
の
モ
ノ
グ
ラ
フ

を
参
照
し
た
。Exh. cat., M

aurice D
enis: L

a L
egende de saint 

H
ubert 1896-1897, M

usée départem
ental M

aurice D
enis, Saint-

Germ
ain-en-Laye, 1999.

（
2
）	M

arianne Barbey, “D
e la fam

ille Cochin au Saint H
ubert de 

M
aurice D

enis histoire d’une creation ,” Exh. cat., M
aurice 

D
enis, Saint-Germ

ain-en-Laye, 1999, pp. 16-17.

（
3
）	Ibid.

（
4
）	Laurence de Finance et Fabienne Stahl, “La collaboration entre 

M
aurice D

enis et H
enri Carot à la lum

ière de la restauration 
des verrières du V

ésinet (Y
velines),” In Situ: R

evue des 
patrim

oines, (En ligne), N
o. 12, 2009, http://journals.openedition.

org/insitu/5471

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
二
十
二
日
）

（
5
）	Ibid.

（
6
）	Exh. cat., N

abis 1888-1900: Bonnard, V
uillard, M

aurice D
enis, 

V
allotton, Zurich: K

unsthaus, Paris: Galeries nationales du 
Grand Palais, 1993, pp. 7-12.

（
7
）	T

herese Barruel, “M
aurice D

enis,” Exh. cat., N
abis 1888-1900, 

Zurich &
 Paris, 1993, pp.138-139.

（
8
）	Jean-Paul Bouillon, “T

he T
heoretician,” Exh. cat., M

aurice D
enis: 

E
arthly paradise 1870-1943, Paris: M

usee d’O
rsay, M

ontreal 
M

useum
 of Fine A

rts, M
ichal and Renata H

ornstein Pavilion, 
Rovereto: M

useo di arte m
oderna e contem

pornea di T
rento e 

Rovereto, 2006-2007, pp. 33-37.

（
9
）	Bouillon, op. cit., 2007, p. 35.

（
10
）	

一
八
九
六
年
十
月
に
、『
芸
術
と
生
活
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。

後
年
に
再
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
。M

aurice D
enis, “N

ote sur 
la peintre religieuse,” T

héories, 1890-1910: du sym
bolism

e et 
de G

auguin vers un nouvel ordre classique, 3e édition, 
Bibliothèque de l’O

ccident, Paris, 1913, pp. 30-43.

（
11
）	

ロ
ー
ラ
・
モ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
よ
れ
ば
、
第
三
共
和
政
下
に
お
い
て
、
国
家
的
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
愛
国
心
を
模
索
す
る
中
、
政
治
、
教
育
、
文
化
的
領

域
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
源
泉
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
た
。
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
学
や
、
古
フ

ラ
ン
ス
文
学
の
科
目
が
追
加
さ
れ
、
中
世
の
英
雄
の
称
揚
が
な
さ
れ
た
。

Laura M
orow

itz, “A
nti-Sem

itism
, M

edievalism
 and the A

rt of 
the Fin-de-Siècle,” O

xford A
rt Journal, vol. 20, no. 1, 1997, pp. 

320-321.

（
12
）	

宗
教
芸
術
に
お
け
る
過
去
の
芸
術
の
再
評
価
に
関
す
る
研
究
は
、マ
イ
ケ
ル
・

ポ
ー
ル
＝
ド
リ
ス
ケ
ル
、
ブ
リ
ュ
ノ
ー
・
フ
カ
ー
ル
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。

世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
中
世
美
術
の
再
評
価
に
関
し
て
は
、
モ
ロ
ヴ
ィ

ッ
ツ
が
挙
げ
ら
れ
る
。M

ichael Paul D
riskel, R

epresenting belief: 
religion, art, and society in nineteenth-century France, 
Pennsylvania State U

niversity Press, 1992; Bruno Foucart, Le 
renouveau de la peinture religieuse en France, 1800-1860, 
A

ethena, 1987; M
orow

itz, op. cit. ; 

喜
多
﨑
親
『
聖
性
の
転
位　

十
九

世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
画
の
変
貌
』
三
元
社
、
東
京
、
二
〇
一
一
年
。

（
13
）	H

enri Bouchot (ed.), L
’E

xposition des prim
itifs français., L

a 
peinture en France sous les V

alois, exh. cat., centrale des beaux-
arts, Paris, 1904; Exh. cat., E

xposition des prim
itifs français au 

P
alais du L

ouvre (P
avillon de M

arsan) et à la B
ibliothèque 

nationale, Palais du Louvre et Bibliothèque nationale, 1904.

（
14
）	M

orow
itz, op. cit., p. 225.

（
15
）	M
aurice D

enis, “D
e la gaucherie des prim

itifs,” Les A
rts de la 

V
ie, juillet 1904, reprint in T

héories, 1890-1910: du 
sym

bolism
e et de G

auguin vers un nouvel ordre classique, 3e 
édition, Bibliothèque de l'O

ccident, Paris, 1913, pp. 172-173.

（
16
）	Finance et Stahl, op. cit.; Fabienne Stahl, “Le tem

ps des grandes 
com

m
andes: 1914-1943　

Les « années Prieuré »,” D
ossier de 

l'A
rt, no. 135, 2006, pp. 42-51; Stahl, “M

aurice D
enis et le vitrail,” 

D
ossier de l’A

rt, no. 135, 2006, pp. 52-53.

（
17
）	

ル
・
ヴ
ェ
ジ
ネ
市
史
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
。http://histoire-vesinet.

org/m
-denis_ste-croix.htm

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
十
七
日
）

（
18
）	

右
に
同
じ
。http://histoire-vesinet.org/edif_sm

.htm

（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
二
四
年
一
月
十
七
日
）

（
19
）	Iconographie de L'A

rt Chretien III-2, Press U
niversitaires de 

France, 1955, p. 659. 

聖
人
の
呼
称
に
関
し
て
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ー

ル
『
西
洋
美
術
解
読
事
典
：
絵
画
・
彫
刻
に
お
け
る
主
題
と
象
徴
』
高
橋
達

史
訳
、
河
出
書
房
出
版
社
、
東
京
、
一
九
八
八
年
。

（
20
）	

マ
リ
ア
ン
ヌ
・
バ
ル
ベ
イ
は
、
く
だ
ん
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
一
九
八

二
年
に
実
施
さ
れ
た
文
書
調
査
と
、
一
九
九
四
～
一
九
九
五
年
に
パ
リ
で
開

催
さ
れ
た
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
の
解
説
と
準
備
素
描
の
整
理
を
行
っ
た
。
第
七
面
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
肖
像
画
の
ス
ケ
ッ
チ
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
カ
ル
ト

ン
も
整
理
さ
れ
て
い
る
。M

arianne Barbey, “Catalogue,” Exh. cat., 
M

aurice D
enis, Saint-Germ

ain-en-Laye, 1999, p. 110-115.

（
21
）	Barbey, op. cit., pp. 57-117.

（
22
）	『
小
学
館
ロ
ベ
ー
ル
仏
和
大
辞
典
』、
小
学
館
、
東
京
、
一
九
八
八
年
よ
り
。

（
23
）	Barbey, op. cit., p. 93.

（
24
）	Barbey, op. cit., p. 103.

（
25
）	Barbey, op. cit., p. 103.

（
26
）	Barbey, op. cit., p. 109.

（
27
）	Barbey, op. cit., pp. 110-115.
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モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

（
28
）	Jean-Paul Bouillon, “L’experience de La Legende,” Exh. cat., 

M
aurice D

enis, Saint-Germ
ain-en-Laye, 1999, p. 35.

（
29
）	Finance et Stahl, op. cit.

（
30
）	Barbey,op. cit., p.85.

（
31
）	

語
源
と
部
屋
の
歴
史
的
展
観
に
つ
い
て
は
、以
下
の
文
献
を
参
照
。
リ
ー
ノ
・

ビ
ヤ
ン
キ
『
オ
ラ
ト
リ
オ
の
起
源
と
歴
史　

カ
リ
ッ
シ
ミ
、ス
ト
ラ
デ
ッ
ラ
、

A
.

ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
』
松
本
康
子
訳
、
河
合
出
版
、
二
〇
〇
五
年
。
特
に
、

序
章
「
オ
ラ
ト
リ
オ
、
そ
の
語
源
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
建
物
」、
二
十
～
三

十
六
頁
。
秋
岡
陽「
特
集
オ
ラ
ト
リ
オ　

オ
ラ
ト
リ
オ
再
考
」『
礼
拝
と
音
楽
』

第
一
四
三
号
、
二
〇
〇
九
年
、
四
～
八
頁
。

（
32
）	

佐
々
木
英
也
「
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
と
フ
ラ
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
」『
小

学
館
美
術
大
全
集　

第
十
一
巻
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
一
』
小
学
館
、
一

九
九
三
年
、
一
六
九
～
一
八
〇
頁
。
ま
た
、
ド
ニ
は
、
一
八
九
八
年
に
、「
フ

ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
風
」「
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
風
」
と
二
つ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
母
子
像
を
制
作
し
て
い
る
。
展
覧
会
図
録
『
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ

―
い
の
ち
の
輝
き
、
子
ど
も
の
い
る
風
景
』
北
九
州
市
立
美
術
館
、
福
岡
、

二
〇
一
一
年
、
五
十
八
、
六
十
一
頁
。

（
33
）	Patricia de Fougerolle, “Saint H

ubert, patron des chasseurs,” 
Exh. cat., M

aurice D
enis, Saint-Germ

ain-en-Laye, 1999, p. 40.

（
34
）	Lionello Puppi (ed.), P

isanello traduit de l'italien par O
dile 

M
énégaux et D

aniel A
rasse pour l'introduction, H

azan Paris, 
1996, pp. 72-75.

（
35
）	

マ
ッ
テ
ィ
ア
・
バ
ラ
ナ
は
、
ス
ト
ラ
ン
ウ
ェ
イ
ズ
の
書
簡
を
分
析
し
、
購
入

の
経
緯
と
市
場
で
の
価
値
を
検
証
し
た
。
ス
ト
ラ
ン
ウ
ェ
イ
ズ
は
、
ア
カ
デ

ミ
ア
講
師
の
工
房
や
美
術
批
評
家
と
の
接
点
を
契
機
に
関
心
を
持
ち
、
一
八

四
〇
年
代
当
時
は
、
市
場
で
過
小
評
価
さ
れ
て
い
た
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画

を
購
入
し
た
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。M

attia Barana, “W
illiam

 T
.H

. 
Fox Strangw

ays (1795-1865), il m
ercato artistico forentino e la 

fortuna dei ‘prim
itivi’,” Prospettiva: R

ivista di storia dell’arte 
antica e m

oderna, no. 185, 2022, pp. 69-88 ; Jon W
hiteley, “Christ 

Church Picture Gallery,” O
xford A

rt Journal, vol. 1, no. 1, 1978, 
pp. 38-40.

（
36
）	

ド
ニ
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
装
飾
壁
画
家
で
あ
る
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ベ
ナ
ー
ル

を
介
し
て
、
交
友
関
係
に
あ
っ
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ル
グ
ロ
か
ら
情
報
を
得

た
可
能
性
も
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
に
在
住
し
制
作
を
行
っ
た
肖
像
画
家

で
あ
る
が
、
英
国
の
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
講
演
を
行
っ
て
お
り
、
英
国
の
コ

レ
ク
タ
ー
や
愛
好
家
と
の
接
触
も
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
の
同
時
期
に
お
け
る
ル
グ
ロ
に
関
す
る
伝
記
は
少
な
い
も
の
の
、
以
下

の
文
献
が
参
照
で
き
る
。A

uguste Poulet-M
alassis, M

onsieur 
A

lphonse Legros au Salon de 1875: note critique et biographique, 
P. Rouquette, Paris, 1875, pp. 5-10.

（
37
）	Graham

 H
ughes, R

enaissance C
assoni, M

asterpiece of E
arly 

Italian A
rt: P

ainted M
arriage C

hests 1400-1550, Starcity 
Publishing, London, 1997, pp. 42-43.　

主
題
の
変
遷
に
関
し
て
は
、 

pp. 100-101.

（
38
）	

京
谷
啓
徳
「
ペ
ト
ラ
ル
カ
『
凱
旋
』
の
図
像
を
め
ぐ
っ
て
」『
哲
學
年
報
』〔
九

州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
〕、
第
六
十
五
号
、
二
〇
〇
六
年
、
九
十

一
～
一
一
八
頁
、
特
に
九
七
頁
。

（
39
）	N

athaniel Silver, “Creating a Renaissance Painter: Pesellino, 
Connoisseurship, and the Rom

antik,” I T
atti Studies in the 

Italian R
enaissance, V

ol. 18, N
o. 2, 2015, pp. 429-467;

一
九
〇
六
年

の
『
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
』
で
は
、
英
国
に
お
け
る
カ
ッ
ソ
ー
ネ
の
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号

110

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
が
あ
る
。ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
の
作
品
は
、

長
ら
く
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
と
混
同
さ
れ
て
き
た
が
、
一
八
七
〇
年
代
に

こ
の
カ
ッ
ソ
ー
ネ
が
ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
の
も
の
と
鑑
定
さ
れ
た
経
緯
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
同
記
事
で
は
、
ペ
ッ
セ
リ
ー
ノ
の
作
品
が
、
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ

リ
コ
の
画
風
や
、
彩
色
写
本
の
精
緻
さ
や
色
合
い
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。U

nkow
m

 author, “Cassone: Fronts in A
m

erican 
C

ollections II. Pesellino’s Six T
rium

phs of Petrarch,” T
he 

Burlington M
agazine for Connoisseurs, V

ol. 10, N
o. 43, 1906, pp. 

65, 67-68. https://w
w

w
.jstor.org/stable/856857

（
最
終
閲
覧
日
：
二

〇
二
四
年
二
月
六
日
）; Philip H

endy, “Pesellino,” T
he Burlington 

M
agazine for Connoisseurs, V

ol. 53, no. 305, 1928, pp. 66-69, 72-74. 
https://w

w
w

.jstor.org/stable/863740 

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年

二
月
六
日
）

（
40
）	W

erner W
eisbach, Francesco Pesellino und die R

om
antik der 

R
enaissance, Berlin, 1901 ; Silver, op. cit., pp. 446-448.

（
41
）	G(abriel) M

(ourey), “T
he N

ew
 Fittings and Interior D

ecorations 
of “Elm

 Bank,” Y
ork,” T

he Studio: A
n Illustrated M

agazine of 
Fine and A

pplied A
rt, V

ol .22, 1901, p. 36. https://archive.org/
details/sim

_studio-an-illustrated-m
agazine-of-fine-and-applied-

art_1901_22 （
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
二
月
六
日
）

（
42
）	Roger M
arx, “T

he Cupid and Psyche Frieze by Sir Edw
ard 

Burn-Johns at no.1 Palace Green,” T
he Studio: A

n Illustrated 
M

agazine of Fine and A
pplied A

rt, V
ol. 15, 1899, p. 13. 

ark:/13960/t0hv4k43v

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
二
月
六
日
）

（
43
）	Cathérine V

erleysen, M
aurice D

enis et la Belgique, 1890-1930, 
Leuven U

niversity Press, 2010, pp. 53-74.

（
44
）	Bouillon, op. cit., p. 35.

（
45
）	D
iane C

ole A
hl, B

enozzo G
ozzoli, Y

ale U
niversity Press, 

London, 1996, pp. 81-88.

（
46
）	

佐
々
木
英
也
「
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ
《
マ
ギ
の
旅
》」（
作
品
解
説
）、
前
掲
書
、
小

学
館
、
一
九
九
三
年
、
一
八
〇
頁
。
岡
田
愛
「
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
メ
デ
ィ
チ
個

人
礼
拝
堂
研
究
」『
哲
学
会
誌
』〔
学
習
院
大
学
哲
学
会
〕
第
三
十
一
号
、
二

〇
〇
七
年
、
一
六
三
～
一
八
八
頁
。

（
47
）	

岡
田
、
前
掲
書
、
一
七
三
～
一
七
四
頁
。
前
川
久
美
子
『
巡
礼
と
し
て
の
絵

画　

メ
デ
ィ
チ
宮
の
マ
ギ
礼
拝
堂
と
ゴ
ッ
ツ
ォ
リ
の
語
り
の
技
法
』工
作
舎
、

二
〇
〇
九
年
、
二
一
～
三
八
頁
。

（
48
）	Gustave Geffroy, L

es m
usées d’E

urope: Florence II: O
r San 

M
ichele, Le A

rm
ine, Le palais R

iccardi, L’A
nnunziata. Santa 

T
rinita, San Lorenzo, Le Bargello, G

alerie de A
cadém

ie, Le 
palais Pitti, Le jardin Boboli, N

ilsson, Paris, 1898. ark:/12148/
bpt6k5797510f

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
十
四
日
）

（
49
）	

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
美
術
館
の
遺
産
ア
ー
カ
イ
ブ
よ
り
以
下
の
三
点
。166J 

138

［PH
O

0020

］、166J 138

［PH
O

0021

］、166J 138

［PH
O

0022

］

（https://archives.yvelines.fr/rechercher/archives-en-ligne/
correspondances-du-m

usee-departem
ental-m

aurice-denis 

（
最
終

閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
十
七
日
）

（
50
）	M

aurice D
enis, H

istoire de l’art religieux, Flam
m

arion, Paris, 
1939, pp. 141-142.

（
51
）	

樹
木
の
表
現
に
よ
る
感
情
喚
起
の
手
法
や
機
能
に
つ
い
て
、
査
読
委
員
の
先

生
か
ら
ご
指
摘
を
頂
い
た
が
、
現
段
階
で
は
明
確
な
結
論
が
示
せ
な
い
。
今

後
、
ド
ニ
の
他
の
作
品
に
お
け
る
樹
木
の
表
現
、
お
よ
び
関
連
す
る
素
描
を

検
討
し
、
詳
細
に
検
討
す
る
。
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111

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

（
52
）	

平
石
昌
子
「
樹
木
考　

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
の
象
徴
性
の
一
側
面
」『
研
究
紀
要
』

〔
新
潟
県
万
代
島
美
術
館
、
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
〕、
第
一
二
号
、
二
〇
一

三
年
、
八
～
十
四
頁
。

（
53
）	
平
石
、
同
書
、
十
二
頁
。

（
54
）	

喜
多
崎
親
「
壁
の
な
い
幻
視
―
ゴ
ー
ガ
ン
の
《
説
教
の
幻
視
》
と
オ
ー
リ
エ

の
象
徴
主
義
」『
成
城
美
学
美
術
史
』
第
二
十
八
号
、
二
〇
二
二
年
、
十
九

～
四
十
一
頁
。

（
55
）	H

enry D
orra, “Le sym

bolique du chem
in et de l’arbre chez 

M
aurice D

enis,” La R
evue du Louvre et des m

usées de France, 
no. 32, 1982, pp. 254-259.

（
56
）	

マ
ル
コ
福
音
書
第
四
章
二
十
一
～
三
十
四
、『
新
約
聖
書　

福
音
書
』
塚
本

虎
二
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
年
、
十
九
頁
。
マ
タ
イ
福
音
書
第
十
三
章

三
十
一
～
三
十
五
、
同
書
一
一
〇
頁
。
ル
カ
福
音
書
第
八
章
四
～
八
、
同
書

二
〇
一
頁
。
聖
堂
、
聖
書
に
お
け
る
植
物
の
表
現
に
関
し
て
は
、
岩
谷
秋
美

「
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
聖
堂
に
お
け
る
植
物
表
現
の
象
徴
的
意
味 

―
ア
ン
ナ
ベ

ル
ク
、
ザ
ン
ク
ト
・
ア
ン
ナ
聖
堂
の
〈
エ
ッ
サ
イ
の
樹
〉
を
例
と
し
て
」『
言

語
文
化
』〔
明
治
学
院
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
〕、
第
三
十
号
、
二
〇
一

三
年
、
三
十
三
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
57
）	

パ
ウ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
『
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
大
成
』
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ス
リ
ー
校

訂
、
佐
藤
達
夫
、
辻
本
敬
子
、
飯
田
喜
四
郎
訳
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

〇
〇
〇
年
。
特
に
、「
第
二
部
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
基
本
問
題　

三
、
教
会
堂

建
築
の
意
味
と
目
的
」
六
十
九
～
六
二
二
頁
。

（
58
）	François-René Chateaubriand, T

he genius of Christianity ; or, T
he 

spirit and beauty of the Christian religion, J. M
urphy, Baltim

ore, 
1875, p. 886. https://archive.org/details/geniuschristiani00chatuoft/
page/n391/m

ode/2up  

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
十
七
日
）。
以

下
の
文
献
で
も
、
ゴ
シ
ッ
ク
聖
堂
建
設
の
精
神
的
背
景
に
つ
い
て
、
古
来
の

森
に
対
す
る
畏
敬
と
、
聖
母
や
地
母
神
信
仰
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
酒
井
健
『
ゴ
シ
ッ
ク
と
は
何
か　

大
聖
堂
の
精
神
史
』
講
談

社
、
二
〇
〇
〇
年
、
十
八
～
三
十
九
頁
。

（
59
）	

聖
堂
建
築
の
穹
窿
の
分
類
や
名
称
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
パ
ウ

ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
、
前
掲
書
、「
参
考
図
版　

ヴ
ォ
ー
ル
ト
の
種
類
」
七
〇

九
頁
。

（
60
）	

以
下
の
研
究
が
あ
る
（
執
筆
者
未
読
）。Braun-Reichenbacher, D

as 
A

st- und Laubw
erk. E

ntw
icklung, M

erkm
ale und Bedeutung 

einer spätgotischen O
rnam

entform
, E

rlanger B
eiträge zur 

Sprach- und K
unstw

issenschaft, 24, N
urem

berg, 1966; Börsch-
Supan, G

arten- Landschafts- und Paradiesm
otive in Innenraum

: 
E

ine ikonografische U
ntersuchungen, Berlin, 1967.

（
61
）	

岩
谷
秋
美　

前
掲
書
、
三
十
一
～
四
十
七
頁
。

（
62
）	Em

ile M
âle, L’A

rt religieux du X
IIIe siècle en France: étude sur 

l'iconographie du m
oyen age et sur ses sources d'inspiration, 

thèse pour le doctorat dès-lettres, 1899, reprint, Libr. A
. Colin, 

Paris, 1910. 

邦
訳
で
は
、『
ゴ
シ
ッ
ク
の
図
像
学
』
上
・
下
、
田
中
仁
彦
・

池
田
健
二
・
磯
見
辰
典
・
細
田
直
孝
訳
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
。

（
63
）	Ém

ile Lam
bin, Les É

glises de l’Ile-de-France, aux bureaux de la 
Sem

aine des constructeurs, Paris, 1898, p. 3. 

少
し
時
期
は
下
る
が
、

自
然
物
と
装
飾
に
つ
い
て
研
究
し
た
リ
ュ
シ
ア
ン
・
マ
グ
ネ
も
聖
堂
の
柱
頭

や
ヴ
ォ
ー
ル
ト
に
注
目
し
、
そ
の
細
部
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を
行
っ
て
い

る
。Lucien M

agnet, L’A
rt appliqué aux m

étiers, D
écor de la 

pierre, H
. Laurens , Paris, 1901.

（
64
）	

ル
・
ヴ
ェ
ジ
ネ
市
史
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
、
建
築
遺
産
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
五
号

112

ブ
を
参
照
。http://w

w
w

.histoire-vesinet.org/edif_sm
.htm

（
最
終

閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
十
七
日
）

（
65
）	Fabienne Stahl, “List of D

ecorative W
orks by M

aurice D
enis,” 

Exh. cat., M
aurice D

enis: E
arthly Paradise 1870-1943, Paris &

 
Rovereto, 2006-2007, pp. 281-283.

（
66
）	

パ
ウ
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
、
前
掲
書
、
六
二
〇
頁
。Jacqueline E. Jung, T

he 
G

othic screen: space, sculpture, and com
m

unity in the cathedrals 
of France and G

erm
any, ca. 1200-1400, Cam

bridge U
niversity 

Press, 2017. 

聖
空
間
と
身
廊
を
隔
て
る
役
割
に
つ
い
て
は
、pp. 59-68.

つ

な
ぐ
役
割
に
つ
い
て
は
、pp. 127-129.

（
67
）	Barbey, op. cit., p. 117.

【
図
版
出
典
】

図
1
：Exh. cat., M

aurice D
enis: La Legende de saint H

ubert 1896-
1897, M

usée départem
ental M

aurice D
enis, Saint-Germ

ain-en-
Laye, 1999, p. 82. 

図
2
：op. cit., p. 62. 

図
3
：op. cit., p. 70. 

図
4
：

op. cit., p. 76, 

図
5
：op. cit., p. 92. 

図
6
：op. cit., p. 102. 
図
7
：op. 

cit., p. 108. 

図
8
：op. cit., p. 116. 

図
9
：op. cit., p. 58. 
図
11
：op. 

cit., p. 19. 

図
12
：op. cit., p. 85. 

図
13
：op. cit., p. 40. 

図
22
：op. cit., 

p. 117.

図
14
：
ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ーhttps://w

w
w

.nationalgallery.
org.uk/paintings/pisanello-the-vision-of-saint-eustace

（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
二
四
年
一
月
十
六
日
）

図
15
：
佐
々
木
英
也
、
森
田
義
之
『
小
学
館
美
術
大
全
集
第
十
一
巻　

イ
タ
リ
ア
・

ル
ネ
サ
ン
ス
一
』
小
学
館
、
一
九
九
二
年
、
一
八
三
頁
。

図
16
：
ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ーhttps://w

w
w

.nationalgallery. 
org.uk/paintings/francesco-pesellino-the-trium

ph-of-david

（
最
終
閲

覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
十
六
日
）
細
部
図
に
つ
い
て
は
、Graham

 
H

ughes, R
enaissance cassoni: m

asterpieces of early Italian art: 
painted m

arriage chests, 1400-1550, A
rt B

ooks International, 
London, 1997, p. 99.

図
17
：H

ughes, op. cit., 1997, pp. 98-99.

（
細
部
図
も
同
上
）

図
18
：
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ムhttps://collections.

vam
.ac.uk/item

/O
8144/st-george-cabinet-cabinet-w

ebb-philip-
speakm

an/

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
四
年
一
月
十
六
日
）

図
19
：D

iane Cole A
hl, B

enozzo G
ozzoli, Y

ale U
niversity Press, 

London, 1996. p. 80. 

図
20
：op. cit., p. 84. 

図
21
：op. cit., p. 90.

図
23
：Exh. cat., M

aurice D
enis: E

arthly Paradise 1870-1943, Paris; 
M

usee d’O
rsay, M

ontreal M
useum

 of F
ine A

rts, M
ichal and 

Renata H
ornstein Pavilion, Rovereto; M

useo di arte m
oderna e 

contem
pornea di T

rento e Rovereto, 2006-2007, p. 142. 

図
24
：op. 

cit., p. 161.

図
25
：
池
上
忠
治
『
小
学
館
美
術
大
全
集　

第
二
十
三
巻
後
期
印
象
派
』
小
学
館
、

一
九
九
三
年
、
一
九
二
頁
。

図
26
、
27
：John Shirley, C

anterbury C
athedral, Pitkin Pictorials, 

A
ndover, 1972, pp. 4-5.

美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   112美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   112 2024/03/05   10:24:592024/03/05   10:24:59



113

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―

【
謝
辞
】

　

執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授 

足
達
薫
先
生
、
東

北
大
学
高
度
教
養
教
育
・
学
生
支
援
機
構
教
養
教
育
院
名
誉
教
授 

尾
崎
彰
宏
先
生
、

編
集
委
員
、
査
読
委
員
の
先
生
方
か
ら
多
く
の
貴
重
な
ご
指
摘
、
ご
指
導
を
賜
り

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   113美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   113 2024/03/05   10:24:592024/03/05   10:24:59



美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   114美術45_04池田凪沙氏1C_四[83-114].indd   114 2024/03/05   10:24:592024/03/05   10:24:59



（　）

モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
作
《
聖
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
の
伝
説
》
に
関
す
る
試
論

―
第
四
面
《
奇
跡
》
に
お
け
る
参
照
源
と
準
備
素
描
の
分
析
を
中
心
に

―
（
83
～
114
）

28

in a monograph published by Musée départemental Maurice Denis in 1999. The 
preparatory drawings for each panel and the sketches for the conception of the room 
show that the decoration of the study was initially intended to depict a forest scene 
covering the entire room. In that time, Denis began to make church decorations, so he 
could have been made to studies from the same period, for example, by Emile Mâle 
or Emile Lambin, which focus on forestry and botanical design in worship spaces in 
the Ile-de-France and so on. It is also possible that he may have paid attention to the 
architectural design of cathedrals in France and other countries. So we can compare 
them with the medieval cathedral architecture. The representation of trees in Denis’s 
work was discussed in previous research, which pointed its role of connecting the 
sacred with the real world. I will point out that the representation of trees in Denis’ 
works is similar to the function of an architectural structure of a sacred space, in other 
words, being a vital link between sacred and secular spaces.

Through these analyses, I will point out the possibility that Denis regarded the 
study of the Cochin house where The Legend of St. Hubert was placed as a kind of 
chapel, and that he aimed for a new religious art seeking for connection between the 
sacred space and secular one.
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Summary

An Essay on Maurice Denis’ The Legend of St. Hubert:
Analysis of the Image Sources and Preparatory Drawings 

in the Fourth Panel, Miracle

Nagisa IKEDA

Maurice Denis (1870-1943), a member of the group of French painters Les Nabis, 
is known for works which show religious subjects within intimate everyday scenes. At 
the turn of the 19th to 20th century, Denis took interest in early Italian Renaissance 
painting. At the same time, he became involved in church decoration and restoration. 
It is believed that Denis was also trying to express a religious theme and its emotion 
in the decoration of his private residence as well. This essay focuses on The Legend 
of St. Hubert, a work consisting of eight decorative panels produced by Denis in 1896-
7 for the office of Baron Denis Cochin, in particular on the central panel, titled Miracle, 
which has a religious theme that has not been adequately examined so far. Some of the 
drawings for Miracle maybe show the scene as a space in a small chapel. In fact, the 
way of production of the entire series using cartons is similar to that of traditional wall 
decoration in chapels. For these reasons, we can reconsider the way Denis approached 
religious themes in his early painting career thanks to this series.

This paper will examine the following two points：firstly, I will examine the visual 
sources for Miracle. During his making the cycle of St. Hubert, he visited Fiesole for 
the first time. In addition to that, he devoted himself to applied art, so there may have 
been a mutual influence with artists and movements such as the Pre-Raphaelites and 
the Arts and Crafts Movement, who were interested in early Renaissance painting 
and decoration at the time. I will show that the expression of Hubert was linked to the 
visionary image of the sacred in a multilayered source, with reference to the works 
of the early Italian Renaissance cassone and spalliera painting, which were beginning 
to attract the attention of some British artists, collector, and historian at the time. 
Finally, it is also possible that the artist was inspired by Benozzo Gozzoli’s Pilgrimage 
of the Magi, a wall painting in a private chapel of Palazzo Medici Riccardi, and that he 
composed the entire series of works in the form of a circle.

Secondly, I will analyze some sketches for Miracle. This section examines 
painter’s initial idea, the preparatory drawings relating to this work, as organized 
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